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・氏名（年齢）
・会派
・住所
・電話番号
・メール

（議席順）
平成 25 年 10 月 23 日現在

議 員紹介員紹介

熱熱くく、議会、議会改改革革を目指してを目指して
まつ えだ　　　　　 いさお

松枝　　功 (58)

政和会
明科南陸郷 3126 番地 1

0263-62-3843
info@matsueda-isao.com

さか うち　ふ　 じ　 お はやし　　　　　たか ひこ  い　 で　　　 かつ まさ

坂内不二男 (63) 林　　孝彦 (58) 井出　勝正 (63)

政和会 信政会 日本共産党安曇野市議団

豊科 1905 番地 3 豊科南穂高 533 番地 7 三郷小倉 6323 番地

0263-72-0955 0263-73-2629 0263-77-3369
sakauchi.fujio@gmail.com takahikohayashi@hotmail.com idekatsu@gmail.com

いっ　し　しん いち ろう みや ざわ　　　とよ つぐ くろ いわ　　　とよ ひこ

一志信一郎 (63) 宮澤　豊次 (65) 黒岩　豊彦 (65)

信政会 信政会 政和会
堀金三田 486 番地 1 豊科 2180 番地 8 堀金烏川 2113 番地 4

0263-72-3228 0263-72-1188 0263-72-9833
miyazawa.toyotsugu@amber.plala.or.jp f it2013tk@sky.plala.or.jp

ます　だ　ぼう ざぶ ろう たけ うち ひで  た  ろう ふじ わら　　　まさ みつ

増田望三郎 (44) 竹内秀太郎 (69) 藤原　正三 (63)

無所属 信政会 政和会
三郷小倉 4073 番地 2 豊科高家 91 番地 穂高牧 639 番地 1

0263-55-7414 0263-72-0801 0263-83-3161
boetu@d6.dion.ne.jp takeuchi_hidetaro@yahoo.co.jp

なか むら　け　 さ   こ やま  だ 　　　ゆき　よ ひら ばやし　　　　 あきら

中村今朝子 (54) 山田　幸与 (64) 平林　　明 (59)

公明党　 無所属 信政会
穂高柏原 1821 番地 穂高 743 番地 1 穂高柏原 3040 番地ロ号

0263-82-6456 0263-82-5290 0263-82-4574
k.nakamura@orion.ocn.ne.jp yama6@anc-tv.ne.jp

 こ　まつ よう いち ろう おぎ わら　　　かつ あき  い  がり　く　 み 　こ

小松洋一郎 (72) 荻原　勝昭 (69) 猪狩久美子 (62)

信政会 無所属 日本共産党安曇野市議団

三郷明盛 2379 番地 3 穂高 7905 番地 1 穂高柏原 2414 番地 11

0263-77-4490 0263-82-5426 0263-82-2992
komatsu-y@nexyzbb.ne.jp katuakio@unitedpower.ne.jp

ふじ わら　　　よう  こ うち かわ　　 しゅう お  こ  まつ　　　よし  き

藤原　陽子 (62) 内川　集雄 (62) 小松　芳樹 (52)

公明党 政和会 公明党　　　
豊科高家 5991 番地 1 豊科光 1887 番地 1 三郷温 7238 番地

0263-72-1721 0263-71-2231 0263-77-4337
yoko.kinoe.f-azumino@ac.auone-net.jp shuo.hikarugenji@violet.plala.or.jp komadansu_123@kmj.biglobe.ne.jp

めす  だ　　　 よし ひと まつ ざわ　　　よし のり  こ ばやし　　じゅん こ

召田　義人 (67) 松澤　好哲 (69) 小林　純子 (59)

信政会 日本共産党安曇野市議団 無所属
穂高 6663 番地 1 堀金烏川 3645 番地 1 穂高有明 2104 番地 10

0263-82-2755 0263-73-9330 0263-83-4387
junko@childnet.ne.jp

はま 　　　　 しょう じ ひら ばやし　　 のり　こ みや した　　　あき ひろ

濵　　昭次 (65) 平林　德子 (70) 宮下　明博 (65)

信政会 政和会 信政会
三郷明盛 360 番地 三郷小倉 5367 番地 1 明科七貴 4073 番地

0263-77-8095 0263-77-3516 0263-62-2622
h-shoji@dk2.so-net.ne.jp
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議　

長　

宮 

下 

明 

博

　

こ
の
度
、
議
員
各
位

の
ご
支
援
を
賜
り
不ふ

し

ょ

う肖

私
が
安
曇
野
市
議
会
第

４
代
議
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
曇
野
市
は
合
併
し
、
９
年
目
に
入

り
ま
し
た
が
、
25
年
に
第
１
次
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
が
示
さ
れ
、
将
来

都
市
像
を
「
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ　

共
に
響
き
合
う　

田
園
産
業
都
市　

安

曇
野
」
と
し
、
重
点
施
策
と
し
て
産
業

振
興
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
、
移
住
・

定
住
の
促
進
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
、
人
材
の
育
成
を
大
き
な
柱
と
し
、

活
力
あ
る
豊
か
で
美
し
い
安
曇
野
市
を

目
指
し
て
、
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
分
権

が
進
み
地
域
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
し

く
な
る
中
、
自
治
体
の
自
己
決
定
権
、
自

己
責
任
が
拡
大
を
し
て
お
り
、
議
会
が

担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に

　

副
議
長　

平 

林 

德 

子

　

こ
の
度
、
議
員
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り

私
が
副
議
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

宮
下
議
長
が
所
信
表

明
で
信
頼
と
和
を
も
っ
て
議
会
基
本
条

例
に
則

の
っ
と

り
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も

議
会
改
革
委
員
会
の
一
委
員
と
し
て
議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
携
わ
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
な
く
し
て
市
民
の
信
頼
は

得
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
議
員

全
員
が
思
い
を
ひ
と
つ
に
、
真
に
開
か

れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
等
議
員
構
成

●
監
査
委
員

竹
内
秀
太
郎

●
松
本
広
域
連
合
議
会
議
員

荻
原　

勝
昭　

松
澤　

好
哲

内
川　

集
雄　

宮
下　

明
博

小
松　

芳
樹

●
安
曇
野
・
松
本
行
政
事
務
組

　

合
議
会
議
員

林　
　

孝
彦　

小
松　

芳
樹

山
田　

幸
与　

松
澤　

好
哲

●
安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設

　

組
合
議
会
議
員

宮
澤　

豊
次　

猪
狩
久
美
子

黒
岩　

豊
彦　

藤
原　

陽
子

山
田　

幸
与　

濵　
　

昭
次

平
林　
　

明　

平
林　

德
子

荻
原　

勝
昭　

宮
下　

明
博

●
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設

　

組
合
議
会
議
員

松
枝　
　

功

●
穂
高
広
域
施
設
組
合
議
会
議
員

坂
内
不
二
男　

小
松
洋
一
郎

井
出　

勝
正　

召
田　

義
人

増
田
望
三
郎　

小
林　

純
子

藤
原　

正
三　

宮
下　

明
博

中
村
今
朝
子

●
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

評
議
員

林　
　

孝
彦

●
安
曇
野
市
都
市
計
画
審
議
会

　

委
員

松
枝　
　

功　

召
田　

義
人

宮
澤　

豊
次

◆
常
任
委
員
会

●
総
務
委
員
会

所
管
事
項　

総
務
部
・
企
画
財

政
部
・
会
計
局
・
監
査
委
員
・
選

挙
管
理
委
員
会
・
公
平
委
員
会 

・
固
定
資
産
評
価
委
員
会
・
議

会
事
務
局
の
所
管
に
属
す
る
事

項
・
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属

さ
な
い
事
項

◎
濵　
　

昭
次　

荻
原　

勝
昭

○
藤
原　

陽
子　

松
澤　

好
哲

　

坂
内
不
二
男　

平
林　

德
子

●
環
境
経
済
委
員
会

所
管
事
項　

市
民
環
境
部
・
農

林
部
・
商
工
観
光
部
・
農
業
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

◎
内
川　

集
雄　

増
田
望
三
郎

○
宮
澤　

豊
次　

竹
内
秀
太
郎

　

井
出　

勝
正　

小
松
洋
一
郎

●
福
祉
教
育
委
員
会

所
管
事
項　

健
康
福
祉
部
・
福

祉
事
務
所
・
教
育
委
員
会
の
所

管
に
属
す
る
事
項

◎
小
松　

芳
樹　

藤
原　

正
三

○
黒
岩　

豊
彦　

猪
狩
久
美
子

　

林　

 
 

孝
彦　

小
林　

純
子

●
建
設
水
道
委
員
会

所
管
事
項　

都
市
建
設
部
・
上

下
水
道
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項

◎
召
田　

義
人　

中
村
今
朝
子

○
松
枝　
　

功　

山
田　

幸
与

　

一
志
信
一
郎　

平
林　
　

明

委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

◆
議
会
運
営
委
員
会

所
管
事
項　

議
会
の
会
期
及
び

議
事
日
程
等
議
会
運
営
上
必
要

な
事
項
の
所
管
に
属
す
る
事
項

◎
小
松
洋
一
郎　

荻
原　

勝
昭

○
松
澤　

好
哲　

内
川　

集
雄

　

一
志
信
一
郎　

小
松　

芳
樹

　

黒
岩　

豊
彦　

濵　
　

昭
次

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

所
管
事
項　

「
安
曇
野
市
議
会

だ
よ
り
」
の
編
集
及
び
運
営
に

属
す
る
事
項

◎
坂
内
不
二
男　

藤
原　

正
三

○
増
田
望
三
郎　

中
村
今
朝
子

　

林　
　

孝
彦　

山
田　

幸
与

　

井
出　

勝
正　

内
川　

集
雄

　

一
志
信
一
郎　

小
松　

芳
樹

◆
議
会
改
革
推
進
委
員
会

所
管
事
項　

議
会
基
本
条
例
に

基
づ
い
た
議
会
改
革
の
所
管
に

属
す
る
事
項

◎
小
林　

純
子　

内
川　

集
雄

○
一
志
信
一
郎　

小
松　

芳
樹

　

黒
岩　

豊
彦　

召
田　

義
人

　

小
松
洋
一
郎　

松
澤　

好
哲

　

荻
原　

勝
昭　

濵　
　

昭
次

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
私
の
理
念
で
あ
り
ま

す
「
人
と
の
信
頼
関
係
に
も
と
づ
く
和
」

を
念
頭
に
置
き
、
議
員
各
位
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
議
会
が
市
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
た
め
に
市
民
に
開
か
れ
た

わ
か
り
や
す
い
議
会
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
喫
緊
の
課
題
は
、

議
会
機
能
強
化
で
あ
り
ま
す
。
重
要
な

課
題
に
対
し
て
は
計
画
が
示
さ
れ
る
前

に
勉
強
会
、
研
修
会
を
開
き
、
議
会
と

し
て
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
議
会
の
重

要
な
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、
よ

り
一
層
の
議
会
改
革
を
進
め
、
行
政
に

立
案
、
提
言
で
き
る
議
会
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
執
行
機
関
と
議
会
が

切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨
し
あ
う
姿
勢
で
安
曇
野
市
発

展
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
に
は
、
副
議
長
の
職
務

は
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は

議
長
が
欠
け
た
と
き
は
副
議
長
が
そ
の

職
務
を
行
う
と
あ
り
ま
す
。
万
が
一
そ

の
立
場
に
な
っ
た
場
合
は
そ
の
職
務
を

忠
実
に
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

議
長
を
支
え
、
よ
き
相
談
相
手
と
な
れ

る
よ
う
精
進
し
そ
の
職
責
を
全
う
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
執

行
機
関
と
議
会
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
福
祉
の
向

上
と
更
な
る
安
曇
野
市
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
AZUMINO CITY COUNCIL NEWS 2014. 2 .  5 安曇野市議会だより　第 33 号



賛　

成

・
あ
ら
た
に
政
策
部
の
設
置
に
よ
り
、
政
策

立
案
機
能
の
強
化
と
と
も
に
、
地
域
主
権
の
改
革
、
健
全

財
政
の
堅
持
、
危
機
管
理
体
制
の
確
立
な
ど
が
期
待
で
き

る
の
で
賛
成
す
る
。

議
案
第
146
号　

組
織
改
編

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

反　

対

・
医
療
機
関
も
福
祉
に
対
応
し
て
い
く
時
代
に
保
健
医
療

部
と
福
祉
部
に
分
け
る
の
は
逆
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
総

合
支
所
を
支
所
に
す
る
と
高
齢
者
が
本
庁
に
行
か
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
組
織
改
編
に
は
反
対
で
あ
る
。

条
例

制
定

可決

討 

論

　

新
本
庁
舎
建
設
に
伴
い
９
か
所
の
本
庁
舎
機
能
を
集
約
し
、

組
織
の
改
編
を
し
ま
す
。

議
案
第
152
号　

安
曇
野
市
長
峰
山
森
林
体
験

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

請
願
第
12
号　

特
定
秘
密
保
護
法
制
定
を

し
な
い
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
請
願

 

賛　

成

 

・
消
費
税
改
正
は
国
で
決
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
市
民
生
活
へ
の
緩
和
予
算
も

盛
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
例
改
正
は
指
定
管
理

者
が
消
費
税
改
正
の
範
囲
で
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。
料
金
改
定
は
妥
当
で
あ
り
、
条
例
の
改

正
は
や
む
を
得
な
い
の
で
賛
成
す
る
。

 

賛　

成

 

・
特
定
秘
密
保
護
法
は
、

特
定
の
人
で
は
な
く
全
国
民
が
関
係

し
て
し
ま
う
重
大
な
法
律
で
あ
る
。

憲
法
21
条
の
知
る
権
利
が
保
障
さ
れ

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
国
民
の

８
割
が
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
世
論

に
よ
っ
て
こ
の
法
を
廃
止
す
る
べ
き

と
考
え
る
の
で
請
願
に
賛
成
す
る
。

反　

対

・
大
企
業
に
は
優
遇
策
を
と
る
の
に
、
私
た
ち
市

民
は
消
費
税
の
増
税
に
よ
っ
て
暮
ら
し
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
を
考
え
値
上
げ
に
は
反
対
す
る
。

反　

対

・
請
願
の
採
択
不
採
択
の
判
断
基
準
は
、
「
採
択
す

べ
き
も
の
」
は
願
意
が
妥
当
で
実
現
の
可
能
性
が
あ

る
も
の
。
「
不
採
択
す
べ
き
も
の
」
は
願
意
が
妥
当

で
な
い
も
の
、
ま
た
は
願
意
の
実
現
の
可
能
性
が
認

め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
請
願
は
、
今
国
会

で
の
審
議
を
や
め
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
だ
。
す
で

に
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
て
お
り
、
実
現
の
可
能
性
が

認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
請
願
に
は
反
対
す
る
。

条
例

制
定

請
願

審
議

　

消
費
税
率
の
税
率
改
正
（
５
％
か
ら
８
％
）
に
伴
い
利
用
料
金
を
見
直
す
も
の
で
す
。

　

請
願
第
12
号
の
不
採
択
に
伴
い
、
特
定
秘
密
保
護
法
に
関
す
る
議
員
提
出
議
案
２
件
の
う

ち
、
議
員
提
出
第
19
号
「
特
定
秘
密
保
護
法
の
適
正
な
運
用
方
法
を
早
急
に
検
討
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
」
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

討 

論

討 

論

可決

不採択

長峰山森林体験交流センター薪ボイラー

H25.4.1
議会事務局 議会事務局

総 務 部 総 務 課

人 事 課

秘 書 広 報 課

人権男女共同参画課

市 民 税 課

資 産 税 課

収 納 課

本庁舎建設推進課

危 機 管 理 室

行政改革推進室

豊科総合支所 地 域 支 援 課

市 民 福 祉 課

産 業 建 設 課

穂高総合支所 同 上　（ ３ 課 ）

三郷総合支所 同 上　（ ３ 課 ）

堀金総合支所 同 上　（ ３ 課 ）

明科総合支所 同 上　（ ３ 課 ）

企画財政部 企 画 政 策 課
（土地開発公社）
情 報 政 策 課

まちづくり推進課

財 政 課

契 約 管 財 課

市民環境部 市 民 課

生 活 環 境 課

廃 棄 物 対 策 課

健康福祉部 社 会 福 祉 課
福祉事務所 高 齢 者 介 護 課

児 童 保 育 課

健 康 推 進 課

農  林  部 農 政 課

耕 地 林 務 課

商工観光部 商 工 労 政 課

観 光 課

安曇野ブランド推進室

都市建設部 監 理 課

建 設 課

都 市 計 画 課

建 築 住 宅 課

国営公園対策室

上下水道部 業 務 課

上 水 道 課

下 水 道 課

会 計 局 会 計 課
会計管理者 検 査 課

教育委員会
事 務 局

学 校 教 育 課

学 校 給 食 課

社 会 教 育 課

文 化 課

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

公平委員会事務局

固定資産評価審査
委員会事務局

H26.4.1
議会事務局 議会事務局

総 務 部 総 務 管 理 課

検 査 室

職 員 課

危 機 管 理 課

人権男女共同参画課

庁舎建設推進課

政　策　部 政 策 経 営 課

秘 書 広 報 課

情 報 統 計 課

財 政 部 財 政 課

市 民 税 課

資 産 税 課

収 納 課
財 産 管 理 課

（土地開発公社）

市民生活部 地 域 づ く り 課

市 民 相 談 室

市 民 課

環 境 課

廃 棄 物 対 策 課

豊科支所地域課

穂高支所地域課

三郷支所地域課

堀金支所地域課

明科支所地域課

福 祉 部 長 寿 社 会 課
福祉事務所 福 祉 課

子 ど も 支 援 課

保健医療部 健 康 推 進 課

介 護 保 険 課

国 保 年 金 課

農  林  部 農 政 課

耕 地 林 務 課

商工観光部 商 工 労 政 課

観光交流促進課

都市建設部 監 理 課

建 設 課

都 市 計 画 課

建 築 住 宅 課

上下水道部 経 営 管 理 課

上 水 道 課

下 水 道 課

会計管理者 会 計 課

教育委員会
事 務 局
　 教 育 部

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課

文 化 課

図 書 館 交 流 課

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

公平委員会事務局

固定資産評価審査
委員会事務局

H27.4.1
議会事務局 議会事務局

総 務 部 総 務 管 理 課

検 査 室

職 員 課

危 機 管 理 課

人権男女共同参画課

政　策　部 政 策 経 営 課

秘 書 広 報 課

情 報 統 計 課

財 政 部 財 政 課

市 民 税 課

資 産 税 課

収 納 課
財 産 管 理 課

（土地開発公社）

市民生活部 地 域 づ く り 課

市 民 相 談 室

市 民 課

環 境 課

廃 棄 物 対 策 課

豊科支所地域課

穂高支所地域課

三郷支所地域課

堀金支所地域課

明科支所地域課

福 祉 部 長 寿 社 会 課
福祉事務所 福 祉 課

子 ど も 支 援 課

保健医療部 健 康 推 進 課

介 護 保 険 課

国 保 年 金 課

農  林  部 農 政 課

耕 地 林 務 課

商工観光部 商 工 労 政 課

観光交流促進課

都市建設部 監 理 課

建 設 課

都 市 計 画 課

建 築 住 宅 課

上下水道部 経 営 管 理 課

上 水 道 課

下 水 道 課

会計管理者 会 計 課

教育委員会
事 務 局
　 教 育 部

学 校 教 育 課

生 涯 学 習 課

文 化 課

図 書 館 交 流 課

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

公平委員会事務局

固定資産評価審査
委員会事務局

新本庁舎建設後の行政組織（案）【H25～H27】
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12月定例会で決まりました

平成25年度 安曇野市一般会計補正予算（第5号）
賛成多数で可決

可決

可決

平成 25 年安曇野市議会 12 月定例会は 11 月 28 日に開会し、会期 23 日間をもって 12 月 20 日に閉会しました。この間、議案・
請願など 55 件が審議されました。

予算執行状況を的確に分析し、平成 25 年度末までの必要経費を積算した上で、予
算に過不足が生じることが予測される場合、補正予算が最終となる認識で過不足の
補正、緊急を要する施設修繕、概算予算を超える部分の補正をする。

補正予算額 …… 1億 7,800万円
（補正前の予算額 …397億7,800万円／補正後の予算額…399億5,600万円）

主な歳入について 主な歳出について
・法人市民税現年課税分 ………1億2,000万円

（調停見込み額の増）

・安心こども基金事業補助金（県） … 1,642万円
（子育て支援交付金からの振り替えによる）

・障害者支援事業 ……………… 8,489万3千円
（介護給付費、訓練等給付費外）

・畑作園芸振興事業 …………… 432 万円 7千円
（凍霜害緊急対策助成）

平成 25 年第 2 回臨時会（10 月）　議案等の賛否一覧
賛成：○　反対：×　除：除斥　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

藤
原　

陽
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

濵　
　

昭
次

平
林　

德
子

宮
下　

明
博

議案第138号 安曇野市特別職の職員等の給与等に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案
可決

議案第139号 副市長の選任について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 同意

議案第140号 監査委員の選任について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同意

議案第141号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同意

議案第142号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 同意

議案第143号 人権擁護委員の推薦につき意
見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 適任

議 員 提 出
第 1 6 号

安曇野市議会議会広報特別委員
会の設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案
可決

議　員　氏　名

議　　案　　等

●議案第138号　安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　　  平成 25 年 11 月１日から平成 26 年３月 31 日まで常勤の特別職の給料の減額

　　　　　　　　　 　 市長……10% 減　　副市長……８％減　　教育長……６％減

●議員提出第17号　安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　　　   平成 26 年 1 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日まで議員報酬の減額

　　　　　　　　　  　 　議長……10% 減　　副議長……8% 減　　その他の議員……5% 減

平成25年第2回臨時会（10月）

人事案件　村上広志さんの副市長選任について同意した（平成 25 年 11 月 9 日から平成 29 年 11 月 8 日まで）
千國寛一さん、山中崇さん、竹内秀太郎さんの監査委員の選任について同意した（千國寛一さん：平成 25 年 11 月 27 日から平成 29 年 11
月 26 日まで、山中崇さん：平成 25 年 11 月 25 日から平成 29 年 11 月 24 日まで、竹内秀太郎さん：平成 25 年 10 月 31 日から議員の任期まで）
須澤真広さん、唐木博夫さんの教育委員会委員の任命について同意した（平成 25 年 11 月 9 日から平成 29 年 11 月 8 日まで）
竹内喜英さんの固定資産評価審査委員会委員の選任について同意した（平成 25 年 11 月 9 日から平成 28 年 11 月 8 日まで）
中村道子さんの人権擁護委員の推薦について適任とした（平成 26 年 1 月 1 日から平成 28 年 12 月 31 日まで）
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会 派 代 表 質 問

市長二期目の政治姿勢について

信政会　　小松 洋一郎

問　

市
長
２
期
目
に
お
け
る

市
政
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
目

指
す
方
向
は
。

市
長　

「
北
ア
ル
プ
ス
に
育

ま
れ　

共
に
響
き
合
う　

田

園
産
業
都
市　

安
曇
野
」
の

実
現
の
た
め
に
、
安
曇
野
の

田
園
と
伝
統
文
化
、
ま
た
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
つ

つ
、
安
曇
野
ら
し
い
産
業
振

興
を
図
り
、
住
む
人
、
来
る

人
に
楽
し
く
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
日
本
一
の

安
曇
野
市
を
目
指
す
。

　

具
体
的
に
は
、
松
く
い
虫

対
策
な
ど
森
林
の
維
持
管
理

や
水
資
源
の
保
全
、
次
世
代

に
誇
れ
る
景
観
づ
く
り
な
ど

財
産
を
守
る
。
お
も
て
な
し

の
心
を
育
て
観
光
振
興
な
ど

に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
を
受

入
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
は
個
性

が
活
か
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

分
野
に
お
い
て
も
長
野
県

一
、
日
本
一
を
目
指
し
た
安

曇
野
教
育
の
再
生
と
国
際
感

覚
豊
か
な
人
材
育
成
に
取
り

組
む
。

　

市
民
の
一
体
感
醸
成
の
た

め
の
本
庁
舎
の
建
設
、
穂
高
・

三
郷
・
堀
金
支
所
の
整
備
な

ど
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活

用
し
た
、
10
万
人
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
基
盤
整
備
。
市
民

主
体
の
自
治
基
本
条
例
の
制

定
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
出

来
る
簡
素
で
効
率
的
な
組
織

づ
く
り
な
ど
の
土
台
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

問　

自
治
体
間
競
争
が
激
し

く
な
る
中
、
政
策
の
選
択
と

集
中
お
よ
び
差
別
化
（
ブ
ラ

ン
ド
化
）
が
重
要
だ
。
次
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

①
遊
休
荒
廃
地
の
解
消
対
策

②
滞
在
型
観
光
戦
略

③
企
業
誘
致
と
付
加
価
値
の

高
い
商
品
開
発

④
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
つ

い
て

市
長　

①
荒
廃
農
地
の
情
報

提
供
と
就
農
支
援
を
進
め

る
。
誘
客
に
つ
な
が
る
滞
在

型
観
光
農
園
整
備
や
市
民
農

園
の
充
実
を
図
る
。

②
旅
行
者
の
動
向
調
査
で

は
、
認
識
度
は
高
い
が
来
訪

意
向
は
強
く
な
い
。
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る

魅
力
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

す
る
こ
と
が
課
題
だ
。
当
面

水
辺
や
温
泉
、
西
山
周
辺
の

自
然
環
境
・
眺
望
な
ど
の
拠

点
整
備
を
行
な
う
。
こ
れ
ら

の
拠
点
を
国
営
公
園
や
民
間

観
光
施
設
、
商
業
施
設
な
ど

と
つ
な
げ
魅
力
的
な
安
曇
野

を
情
報
発
信
し
て
い
く
。
体

験
型
観
光
や
登
山
道
整
備
を

含
め
た
山
岳
観
光
、
南
部
エ

リ
ア
の
拠
点
整
備
を
進
め
、

滞
在
型
に
進
化
さ
せ
て
い
く
。

③
国
の
成
長
戦
略
を
取
り
入

れ
た
６
次
産
業
に
着
手
し
、

次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
産

業
支
援
を
考
え
て
い
く
。
産

業
団
地
造
成
は
、
農
政
関
係

機
関
と
調
整
し
来
年
度
よ
り

土
地
利
用
基
本
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
く
。

④
一
体
感
の
醸
成
と
し
て
、

公
式
ス
ポ
ー
ツ
競
技
施
設
計

画
や
新
市
博
物
館
構
想
の
策

定
。
ま
た
、
旧
５
町
村
の
諸

制
度
の
統
一
化
や
市
歌
の
制

定
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

市
政
10
周
年
記
念
事
業
に
つ

な
げ
て
い
く
。

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）
賛成：○　反対：×　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

藤
原　

陽
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

濵　
　

昭
次

平
林　

徳
子

宮
下　

明
博

議案第 160 号 安曇野市水道事業分担金等の徴収に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 167 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科ささえあいセンター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 168 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者活動支援センター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 169 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支援センター 豊科たんぽぽ）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 170 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支援センター 穂高わたぼうし）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 171 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支援センター 三郷すみれの郷）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 172 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支援センター 堀金かえでの家）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 173 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害者就労支援センター 明科ふきぼこの家）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 174 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科デイサービスセンター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 175 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷デイサービスセンター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 176 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金デイサービスセンター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 177 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科デイサービスセンター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 180 号 公の施設の指定管理者の指定について（臼井吉見文学館） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

請 願 第 12 号 特定秘密保護法制定をしないことを政府に求める請願 × × × ○ × × × ○ × × × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × 議

議員提出第 19 号 特定秘密保護法の適正な運用方法を早急に検討することを求める意見書 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

議員提出第 20 号 特定秘密保護法廃止を求める意見書 × × × ○ × × × ○ × × × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × 議

議員提出第 21 号 議員派遣について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ 議

※上記以外の議案等は全員賛成で可決されました。

議　員　氏　名
議　　案　　等

三郷スカイラインより見る富士山
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議案等の審議結果

平成 25 年安曇野市議会 12 月定例会審議結果

【市長提出議案等】

番　号 件　　　　　　名 結 果

報告第 30 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（自動車事故に関すること）

受　理

報告第 31 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（自動車事故に関すること）

受　理

報告第 32 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（道路事故に関すること）

受　理

報告第 33 号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（道路事故に関すること）

受　理

報告第 34 号
専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安
曇野市水道事業会計補正予算（専決第１号））

承　認

議案第 144 号 安曇野市税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 145 号 安曇野市防災広場条例 原案可決

議案第 146 号 組織改編に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決

議案第 147 号 安曇野市霊園施設整備基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 148 号
安曇野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決

議案第 149 号 安曇野市資金積立金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 150 号 安曇野市福祉基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 151 号 安曇野市三郷堆肥センター等条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 152 号
安曇野市長峰山森林体験交流センター条例の一部を改
正する条例

原案可決

議案第 153 号 安曇野市温泉健康交流施設条例 原案可決

議案第 154 号 安曇野市保養センター長峰荘条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 155 号
安曇野市営宿舎事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例

原案可決

議案第 156 号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 157 号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 158 号 安曇野市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 159 号 安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 160 号
安曇野市水道事業分担金等の徴収に関する条例の一部
を改正する条例

原案可決

議案第 161 号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 162 号 平成 25 年度安曇野市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第 163 号
平成 25 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

原案可決

議案第 164 号 平成25年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 165 号 平成25年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 166 号 平成 25 年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 167 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科
ささえあいセンター）

原案可決

議案第 168 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害
者活動支援センター）

原案可決

議案第 169 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害
者就労支援センター　豊科たんぽぽ）

原案可決

議案第 170 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害
者就労支援センター　穂高わたぼうし）

原案可決

議案第 171 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害
者就労支援センター　三郷すみれの郷）

原案可決

議案第 172 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害
者就労支援センター　堀金かえでの家）

原案可決

議案第 173 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障害
者就労支援センター　明科ふきぼこの家）

原案可決

議案第 174 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科
デイサービスセンター）

原案可決

議案第 175 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷
デイサービスセンター）

原案可決

議案第 176 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金
デイサービスセンター）

原案可決

議案第 177 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科
デイサービスセンター）

原案可決

議案第 178 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷
福祉センター、安曇野市三郷屋内ゲートボール場）

原案可決

議案第 179 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市長峰
山森林体験交流センター）

原案可決

議案第 180 号 公の施設の指定管理者の指定について（臼井吉見文学館） 原案可決

議案第 181 号 市道の廃止について 原案可決

議案第 182 号 市道の認定について 原案可決

議案第 183 号
松本広域連合の処理する事務の変更及び松本広域連合
規約の変更について

原案可決

議案第 184 号 安曇野市等公平委員会委員の選任について 同　意

議案第 185 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

【請願】

番　号 件　　　　　　名 結　果

請願第 11 号 三郷公民館講堂反響板設置について 採　択

請願第 12 号 特定秘密保護法制定をしないことを政府に求める請願 不採択

【陳情】

番　号 件　　　　　　名 結　果

陳情第 5号 安曇野市穂高牧地区所在の放置建物に関する陳情書 採　択

【議員提出議案】

番　号 件　　　　　　名 結　果

議員提出第17号
安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部
を改正する条例

原案可決

議員提出第18号 ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書 原案可決

議員提出第19号
特定秘密保護法の適正な運用方法を早急に検討するこ
とを求める意見書

原案可決

議員提出第20号 特定秘密保護法廃止を求める意見書 原案否決

議員提出第21号 議員派遣について 原案可決

【選挙】

件　　　　　　名 結　果

安曇野市選挙管理委員及び補充員の選挙 当　選

　　　　　　和田博さん、唐澤武志さん、曽根原幸人さんの安曇野市等公平委員会委員の選任について同意した

人事案件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年 12 月 22 日から平成 29 年 12 月 21 日まで）

　　　　　　　藤原和子さんの人権擁護委員の推薦について適任とした（平成 26 年４月 1 日から平成 29 年３月 31 日まで）
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「活力あふれるまちづくり」にむけた予算編成
について

公明党　　小松 芳樹

99　
　
　

26

問　

人
口
10
万
人
に
向
け
産

業
の
活
性
化
が
最
重
要
と
考

え
る
。
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
創
出
策
や
、
遊
休
荒
廃
農

地
を
利
用
し
た
農
業
施
策
及

び
空
き
家
・
空
き
店
舗
を

活
用
す
る
な
ど
の
具
体
策
を

伺
う
。

市
長　

選
挙
公
約
の
第
一

に
、
積
極
的
な
産
業
振
興
で

雇
用
の
場
を
確
保
し
な
が

ら
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲

げ
た
。
現
在
進
行
中
の
計
画

と
し
て
、
三
郷
地
域
に
春
「
か

ん
て
ん
ぱ
ぱ
シ
ョ
ッ
プ
」
が

オ
ー
プ
ン
す
る
。
伊
那
食
品

工
業
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
と
相

ま
っ
て
、
周
辺
の
店
舗
な
ど

と
あ
わ
せ
て
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ま
た
梓
川
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
周
辺
に
夏
ご
ろ
を
め
ど

に
、
食
品
加
工
業
者
と
そ
れ

に
関
連
す
る
輸
送
業
者
の
進

出
予
定
に
よ
り
、
数
百
人
の

雇
用
が
見
込
ま
れ
る
。
新
た

な
企
業
が
立
地
す
る
条
件
と

し
て
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
み

な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
地
域

資
源
が
活
用
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

　

農
業
施
策
に
つ
い
て
は
国

か
ら
は
青
年
就
農
給
付
金
と

市
独
自
で
は
親
元
就
農
支
援

改
革
の
財
源
振
り
分
け
の
状

況
が
明
確
に
な
り
次
第
変
更

を
し
て
い
き
た
い
。

　
項
目
の　

年
度
予
算
要
求

の
う
ち
以
下
の
５
点
の
要
求

に
つ
い
て

問　

①
安
曇
野
市
は
国
保
税

が
全
県
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
高
い
。
24
年
度
決
算
の
国

保
会
計
は
10
億
円
の
基
金
が

あ
り
、
１
世
帯
１
万
円
下
げ

て
も
１
億
４
０
０
０
万
円
で

あ
る
。
８
億
５
０
０
０
万
円

以
上
残
る
。
値
下
げ
が
で
き

な
い
か
。

②
年
金
者
の
介
護
保
険
料
は

大
変
で
あ
る
。
全
県
平
均
ま

で
値
下
げ
が
で
き
な
い
か
。

③
安
曇
野
市
の
高
齢
化
率
は

27
％
を
越
え
る
。
交
通
弱
者

の
足
の
確
保
は
緊
急
の
課
題

で
あ
る
。
有
明
・
堀
金
・
小

倉
な
ど
広
域
農
道
よ
り
上
や

明
科
で
は
ど
う
し
て
も
交

通
網
の
整
備
と
１
０
０
円

１
２
０
円
の
巡
回
バ
ス
が
必

要
で
は
な
い
か
。

④
安
曇
野
市
は
３
０
０
名
近

く
の
特
養
入
所
希
望
待
機
者

が
居
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

空
き
施
設
を
利
用
し
て
の
低

額
の
市
営
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
整
備
で
き
な
い
か
。

⑤
高
校
生
ま
で
の
医
療
の
無

金
を
充
実
さ
せ
、
移
住
定
住

や
農
業
経
営
の
定
着
を
進
め

た
い
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は

市
内
の
不
動
産
業
者
の
方
々

に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、

情
報
を
効
果
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
管
理
不

十
分
な
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
、
調
査
中
で
対
策
と
し

て
は
国
の
法
整
備
も
進
み
だ

し
た
模
様
な
の
で
注
視
し
て

い
き
た
い
。

問　

26
年
４
月
の
消
費
税
増

税
や
公
共
工
事
の
労
務
単
価

上
昇
な
ど
、
社
会
的
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
26

年
度
予
算
編
成
は
こ
の
よ
う

な
環
境
変
化
を
的
確
に
見
込

ん
だ
形
と
な
っ
て
い
く
の

か
。
そ
し
て
、
合
併
特
例
債

の
期
間
延
長
と
相
ま
っ
て
長

短
期
計
画
の
変
更
が
あ
る

の
か
。

市
長　

市
発
注
工
事
に
お
い

て
は
、
議
員
指
摘
の
諸
事
情

を
考
慮
し
た
積
算
を
し
て
い

く
。
本
庁
舎
建
設
に
伴
う
支

所
整
備
に
つ
い
て
、
穂
高
支

所
は
現
地
建
て
替
え
を
す

る
。
三
郷
に
つ
い
て
は
、
合

併
特
例
債
延
長
に
伴
い
、
現

在
の
三
郷
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
等
の
耐
震
補
強
工
事

を
し
た
中
に
支
所
機
能
を
持

料
化
は
ど
う
か
。

市
長　

①
10
億
円
を
越
え
る

基
金
保
有
が
あ
っ
て
も
国
保

税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は

出
来
な
い
。一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
り
出
し
検
討
す
る
。

②
平
成
26
年
度
介
護
保
険
は

保
険
料
変
更
は
し
な
い
。

③
新
た
な
公
共
交
通
の
整
備

に
つ
い
て
、
そ
の
手
段
を
含

め
早
急
に
検
討
す
る
。

④
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
新
た

な
整
備
計
画
は
無
い
。

⑤
医
療
費
の
高
校
生
ま
で
の

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

新
庁
舎
の
情
報
公
開
に
つ
い

て問　

入
札
後
、
免
震
構
造
等 

情
報
公
開
し
な
い
の
か
。

市
長　

情
報
公
開
請
求
さ
れ

れ
ば
実
施
設
計
書
は
公
開

す
る
。

た
せ
、
現
在
の
総
合
支
所
は

モ
ダ
ン
的
な
Ｒ
形
状
だ
が
、

機
能
的
に
は
大
変
使
い
づ
ら

く
、
維
持
管
理
の
費
用
が
か

さ
む
事
か
ら
全
面
取
り
壊
し

跡
地
に
図
書
館
を
含
む
コ
ン

パ
ク
ト
な
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
計
画
で
あ

る
。
堀
金
支
所
は
、
支
所
・

図
書
館
・
公
民
館
な
ど
を
備

え
た
地
域
住
民
の
交
流
の
場

と
な
る
よ
う
、
複
合
的
な
施

設
に
改
修
し
て
い
く
。
以
上

の
計
画
に
つ
い
て
は
実
施
計

画
が
大
前
提
と
な
り
、
行
政

評
価
及
び
市
民
の
検
討
会
議

を
経
て
予
算
計
上
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
防
災
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

○
通
学
路
の
安
全
対
策

完成待たれる「かんてんぱぱ」
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市長の政治姿勢について

政和会　　平林 德子

26年度予算は健全財政で市民の要求にかなう
市政に！

日本共産党安曇野市議団　　松澤 好哲

問　

市
長
の
選
挙
公
約
で
あ

り
、
今
定
例
会
の
所
信
表
明

で
掲
げ
た
重
点
項
目
か
ら
伺

う
。
ま
ず
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
。

市
長　

健
康
づ
く
り
は
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
で
あ
り
、
課

題
を
明
確
に
し
、
効
果
的
・

効
率
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

市
の
健
康
づ
く
り
計
画

に
も
あ
る
生
活
習
慣
病
等
①

が
ん
②
循
環
器
疾
患
③
糖
尿

病
④
腎
臓
病
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

①
65
歳
未

満
の
若
い
世
代
で
は
が
ん
が

死
亡
率
１
位
で
あ
る
。
早
期

発
見
の
体
制
整
備
を
図
り
た

い
。

②
③
脳
血
管
疾
患
が
課
題
。

新
規
透
析
者
の
減
少
対
策
を

進
め
る
。
脳
血
管
疾
患
は
死

亡
者
が
多
く
、
ま
た
２
号
被

保
険
者
の
介
護
認
定
原
因
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
。
重
症
化
予

防
に
力
を
入
れ
る
。

④
重
症
化
す
る
と
透
析
治
療

が
必
要
に
な
る
。
脳
血
管
疾

患
・
心
筋
梗
塞
の
危
険
度
が

３
倍
以
上
に
な
る
。
認
知
症

予
防
の
た
め
に
も
生
活
習
慣

病
対
策
を
進
め
た
い
。

問　

が
ん
の
早
期
発
見
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

市
長　

自
己
負
担
を
軽
減

し
、
検
診
率
の
向
上
に
努
め

問　

①
24
年
度
は
連
結
で

８
８
９
億
円
の
借
金
で
あ

る
。
62
億
円
の
借
金
を
収
入

に
入
れ
て
６
億
円
の
黒
字
と

し
て
い
る
。
借
金
を
し
、
さ

ら
に
本
庁
舎
関
連
に
続
き
総

合
支
所
、
市
民
会
館
、
し
ゃ

く
な
げ
と
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

続
く
。
ま
た
、
福
祉
は
指
定

管
理
者
で
外
注
に
出
し
た

り
、
民
間
や
地
域
に
な
げ
だ

す
な
ど
、
公
助
か
ら
自
助
へ

移
行
し
、
後
年
度
負
担
が
増

大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
安

上
が
り
な
行
政
に
移
行
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
本
当
に

健
全
財
政
か
。

②
合
併
後
10
年
経
過
す
る
28

年
度
か
ら
段
階
補
正
で
28
億

円
の
交
付
税
の
減
額
に
な

る
。
財
政
計
画
の
見
直
し
は

ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

①
自
治
体
の
財
政
が

健
全
か
ど
う
か
判
断
す
る
定

か
な
数
値
及
び
指
標
は
存
在

し
な
い
。
各
種
の
数
値
及
び

指
標
を
総
合
的
に
見
て
改
善

傾
向
に
あ
る
。
健
全
財
政
を

堅
持
し
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。
財
政
計
画
を
見
直
し
な

が
ら
後
年
度
負
担
を
減
ら

す
。

企
画
財
政
部
長　

②
財
政
計

画
は
地
方
消
費
税
の
増
額
の

影
響
や
社
会
保
障
と
の
一
体

た
い
。
来
年
度
よ
り
胃
検
診

を
半
額
の
５
０
０
円
・
肺
の

Ｃ
Ｔ
検
査
２
０
０
０
円
を

１
０
０
０
円
に
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
２
５
０
０
円
を

１
０
０
０
円
に
し
、
ワ
ン
コ

イ
ン
・
ツ
ー
コ
イ
ン
（
５
０
０

円
玉
）
で
受
診
で
き
る
体
制

に
し
た
い
。

問　

脳
血
管
疾
患
対
策
は
。

市
民
環
境
部
長　

来
年
度
よ

り
二
次
健
診
で
頸
動
脈
エ

コ
ー
の
導
入
を
検
討
し
た

い
。
委
託
料
は
４
１
４
７
円

だ
が
自
己
負
担
は
１
０
０
０

円
と
す
る
。

問　

予
防
歯
科
、
口
腔
管
理

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

成
人
の
歯

科
検
診
受
診
者
が
休
日
実
施

を
し
て
も
少
な
い
等
課
題
。

　

歯
科
口
腔
条
例
に
つ
い
て

現
状
、
課
題
等
検
討
し
、
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
。
来
年
度
制
定
を
考
え
て

い
る
。

問　

２
点
目
と
し
て
環
境
を

守
り
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
聞
く
。

①
緑
化
対
策
②
緑
化
の
た
め

の
生
垣
や
庭
木
へ
の
補
助
制

度
③
記
念
樹
（
入
学
・
転
入

時
等
）
の
配
付
事
業
は
。

市
民
環
境
部
長　

①
緑
の

カ
ー
テ
ン
事
業
を
公
共
施
設

を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

②
環
境
審
議
会
等
で
検
討

し
、
先
進
自
治
体
の
研
究
も

し
た
い
。

企
画
財
政
部
長　

③
課
題
を

整
理
し
検
討
を
進
め
た
い
。

問　

新
本
庁
舎
の
植
栽
や
水

の
利
用
の
外
構
工
事
は
。

市
長　

植
栽
を
含
め
来
年
度

市
内
業
者
に
発
注
す
る
予
定

で
プ
ラ
ン
を
詰
め
て
い
る
。

子
ど
も
や
市
民
の
憩
い
の
場

を
演
出
し
た
い
。

問　

ア
レ
チ
ウ
リ
対
策
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
の
協
力
に
よ
り

駆
除
、
根
絶
し
た
い
。

農
林
部
長　

地
主
が
対
応
し

な
い
場
合
は
新
た
な
耕
作
者

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
実

施
。
再
生
利
用
緊
急
対
策
事

業
の
交
付
金
等
を
活
用
。
地

主
が
県
外
の
場
合
等
は
市
で

了
解
を
得
て
取
り
組
む
。

会 派 代 表 質 問

2 歳児歯科検診
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問　

平
成
27
年
７
月
新
し
い

温
浴
施
設
完
成
後
に
穂
高
老

人
保
健
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
と

な
る
が
、
存
続
を
望
む
声
は

大
き
い
。
誰
も
が
気
軽
に
普

段
着
で
行
か
れ
、
一
人
暮
ら

し
の
人
で
も
こ
こ
ヘ
来
れ
ば

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
、

情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
伝
統
行
事
に
も

使
わ
れ
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
60

歳
以
上
、
障
が
い
者
に
は
減

免
が
あ
り
、
特
に
毎
日
利
用

す
る
人
は
夜
中
に
ト
イ
レ
に

起
き
な
か
っ
た
り
、
風
邪
も

ひ
か
な
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

ま
さ
に
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
る

施
設
で
は
な
い
か
。
存
続
の

声
に
ど
う
応
え
る
の
か
伺
う
。

市
長　

入
浴
施
設
の
耐
用
年

数
は
一
般
的
に
は
31
年
と
言

わ
れ
て
い
る
。
既
に
７
年
超

え
て
い
て
老
朽
化
も
進
み
、

現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
。
新
し
い
温
浴
施

設
に
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
十
分
担
保
で
き
る
見

通
し
が
つ
い
た
の
で
、
閉
鎖

す
る
こ
と
が
原
則
だ
。
新
し

い
温
浴
施
設
で
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
入
浴
料
を
割
り

引
く
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
く
。

老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
１

年
程
度
は
地
元
の
有
明
地
区

の
み
な
さ
ん
に
運
営
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
状

況
を
判
断
し
て
い
く
。

保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て

問　

現
在
、
市
の
制
度
で
は

同
時
通
園
で
あ
れ
ば
第
２
子

半
額
、
第
３
子
無
料
だ
。
同

時
通
園
で
な
く
て
も
こ
う
し

た
要
望
は
大
き
い
。
市
長
も

第
３
子
は
無
料
に
と
選
挙
公

約
で
言
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
実
現
で
き
る
の
か
。

市
長　

第
３
子
以
降
の
保
育

料
の
無
料
化
、
幼
稚
園
の
料

金
の
改
定
、
軽
減
な
ど
総
体

的
に
見
直
す
。
国
の
子
ど
も
・

子
育
て
新
制
度
の
本
格
施
行

に
あ
わ
せ
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
く
。

住
ま
居
る
応
援
制
度
の
継
続

に
つ
い
て

問　

平
成
23
年
10
月
か
ら
始

ま
っ
た
制
度
だ
が
、
平
成
25

年
度
で
終
了
と
い
う
時
限
立

法
だ
。
業
者
の
皆
さ
ん
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
好
評
で
、

経
済
効
果
も
大
き
か
っ
た
。

こ
の
事
業
の
評
価
は
。

商
工
観
光
部
長　

予
算
総
額

１
億
６
５
０
０
万
円
で
約

37
億
円
の
事
業
が
市
内
の
業

者
に
発
注
さ
れ
た
。
新
築
住

宅
の
建
築
も
94
件
の
申
請
が

あ
り
、
移
住
・
定
住
と
い
う

側
面
で
も
効
果
が
出
た
と
捉

え
て
い
る
。

問　

今
ま
で
の
評
価
を
踏
ま

え
、
平
成
26
年
度
の
継
続
は

あ
る
の
か
伺
う
。

市
長　

関
連
団
体
の
皆
さ
ん

か
ら
も
継
続
の
要
望
も
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
応
え
て
い

き
た
い
。
少
し
で
も
地
域
経

済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
。

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

存
続
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

猪　

狩　

久
美
子

問　

８
年
前
の
町
村
合
併
後
、

市
民
と
行
政
の
協
働
指
針
の

策
定
に
あ
た
っ
て
私
自
身
も

策
定
委
員
と
し
て
関
わ
り
、

平
成
20
年
６
月
ま
と
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
行
政
と
し
て

の
協
働
へ
の
全
体
的
な
動
き

が
鈍
り
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
再
度
動
き
始
め
た
。
市
長

は
12
月
定
例
会
の
所
信
表
明

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
重

点
項
目
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
た

が
、
決
意
の
ほ
ど
を
。

市
長　

市
は
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

健
康
長
寿
と
い
う
こ
と
は
、

経
営
体
で
あ
る
行
政
そ
の
も

の
も
健
康
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
、

市
議
会
、
行
政
が
連
携
、
協

働
の
も
と
に
、
誰
も
が
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て

「
安
曇
野
市
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
市
民
が
主
役
に
な
っ
て

つ
く
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
な
ど
、
社
会
状
況
の

変
化
の
中
で
一
層
地
域
の
き

ず
な
と
か
支
え
合
い
、
助
け

合
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
基
本
方
針
、
行

動
計
画
を
策
定
し
、
協
働
を

進
め
て
い
く
た
め
の
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
く
。

問　

庁
内
に
お
け
る
協
働
に

つ
い
て
、
そ
の
環
境
づ
く
り

は
。

副
市
長　

協
働
の
規
範
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
市
民
が
主
体

と
な
り
議
会
と
執
行
機
関
で

あ
る
行
政
が
と
も
に
つ
く
り

上
げ
る
住
民
自
治
基
本
条
例

の
制
定
が
あ
る
。

　

職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
、
行
動
し
課
題

解
決
を
し
な
が
ら
施
策
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
市
民
と
の

協
働
の
推
進
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員

が
健
康
で
前
向
き
に
、
生
き

生
き
と
業
務
が
遂
行
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
え
て
い
く
。

市
職
員
の
全
員
が
自
治
体
経

営
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
な
る
よ
う
目
標
、
課
題
を

定
め
業
務
に
あ
た
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
そ
の
環
境
づ

く
り
と
意
思
疎
通
に
心
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

26
年
４
月
か
ら
の
組
織

改
編
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

が
、
企
画
財
政
部
か
ら
市
民

生
活
部
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、

組
織
改
編
後
の
方
向
性
は
。

企
画
財
政
部
長　

職
員
の
意

識
の
高
揚
、
庁
内
部
局
の
横

断
的
連
携
の
た
め
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
て
定
期

会
議
を
開
催
し
て
き
て
い
る
。

来
年
度
は
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
ま
た

支
所
に
は
情
報
の
提
供
、
相

談
窓
口
を
充
実
さ
せ
地
域
に

根
差
し
た
地
域
づ
く
り
、
協

働
推
進
の
窓
口
に
し
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

（
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

政
和
会　

藤　

原　

正　

三
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一 般 質 問
問　

安
曇
野
の
未
来
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
の
危
機
管
理
に
対
す
る

考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
発
作
時
の
適
切

な
処
置
が
重
要
に
な
る
。
学

校
保
育
園
の
現
場
で
も
研
修

な
ど
に
よ
り
、
緊
急
時
に
適

切
な
初
期
対
応
が
と
れ
る
よ

う
努
め
て
行
き
た
い
。
ま
た
、

市
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
の
提
供
事
業
も
行
な
っ
て

い
る
が
、
お
弁
当
を
持
参
し

て
い
る
子
も
居
る
の
で
、
今

後
検
討
の
必
要
も
あ
る
。

問　

学
校
現
場
で
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
発
症

し
た
と
き
、
教
職
員
の
対
応

が
重
要
。
全
教
職
員
を
対
象

に
し
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
研
修

会
の
開
催
が
必
要
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

研
修
会
に
つ
い

て
は
、
昨
年
11
月
12
日
に
文

科
省
と
県
主
催
で
開
催
さ
れ

た
。
職
員
全
体
へ
は
来
年
度

以
降
、
夏
季
休
暇
な
ど
で
研

修
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問　

介
護
環
境
の
向
上
に
向

け
た
目
標
と
施
策
を
伺
う
。

市
長　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
確
保
を

図
る
こ
と
と
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
く
体

制
の
整
備
に
努
力
す
る
。
施

設
の
整
備
は
実
態
調
査
等

し
っ
か
り
行
い
、
必
要
病
床

数
を
精
査
し
た
上
で
計
画
的

に
実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

待
機
高
齢
者
ゼ
ロ
の
た

め
に
療
養
介
護
施
設
の
増
設

支
援
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

施
設
の
増

設
に
よ
る
介
護
保
険
料
へ
の

影
響
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
整

備
の
計
画
を
立
て
て
い
く
。

問　

み
と
り
は
患
者
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
た

め
で
も
あ
る
と
思
う
。
患
者

家
族
の
心
も
支
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア

（
終
末
期
医
療
介
護
）
を
取
り

入
れ
た
患
者
と
家
族
に
寄
り

添
っ
た
医
療
療
養
介
護
の
実

現
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

心
の
通
っ

た
介
護
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

事
業
者
へ
の
指
導
、
助
言
等

問　

保
育
園
で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

講
習
会
の

結
果
を
伝
え
て
い
く
。

問　

各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の

実
態
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
次
長　

現
在
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
の
対
象
者
は
48

名
、
0.6
％
弱
。
お
弁
当
を
持
参

し
て
い
る
方
が
別
に
３
名
い

る
。
保
護
者
と
医
師
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

問　

保
育
園
の
自
園
給
食
に

お
い
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
は
１
０
７
名
。

4.6
％
と
か
な
り
高
率
。
お
弁

当
持
参
の
園
児
は
い
な
い
。

問　

エ
ピ
ペ
ン
処
方
の
実
態

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
次
長　

エ
ピ
ペ
ン
を
学

校
に
持
参
し
て
い
る
児
童
生

徒
は
５
名
お
り
、
担
任
か
養

護
教
諭
が
対
応
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

問　

同
じ
質
問
で
、
保
育
園

で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

保
育
園
で

は
１
名
の
園
児
が
処
方
さ
れ

て
い
る
。
園
長
と
担
任
が
緊

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

療
養
介
護
施
設
申
し
込

み
の
統
一
書
式
の
実
現
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

速
や
か
に

統
一
で
き
る
よ
う
に
助
言
、

依
頼
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

有
益
な
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
あ
づ
み
ん
」
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　

研
修
会
を

実
施
し
て
接
遇
マ
ナ
ー
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。
低
床

型
車
両
も
含
め
て
高
齢
者
、

障
が
い
者
に
優
し
い
車
両
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、

妊
婦
な
ど
の
た
め
に
安
曇
野

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
こ
と
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　

Ｊ
Ｒ
等
に

つ
い
て
は
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て
話
し
合
い
等
も
し
て

い
る
。
無
人
駅
等
に
つ
い
て

は
ス
ロ
ー
プ
化
と
か
も
要
望

し
て
い
る
。

発
達
障
害
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

虐
待
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も

と
家
族
の
た
め
の
支
援
の
向

上
に
つ
い
て

急
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

問　

安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
る
為
に
保
護
者
と
の
情
報

共
有
が
必
要
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

全
校
統
一
の
健

康
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
い
る
。

緊
急
時
に
は
そ
の
カ
ー
ド
を

持
っ
て
、
救
急
車
に
乗
り
込

む
等
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

問　

同
じ
質
問
で
、
保
育
園

で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

保
護
者
と

の
連
携
は
非
常
に
重
要
。
緊

急
時
に
は
、
エ
ピ
ペ
ン
の
操

作
含
め
て
対
応
出
来
る
よ
う

に
、
準
備
を
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
自
殺
・
う
つ
病
対
策
に
つ

い
て

問　

子
ど
も
と
家
族
の
た
め

の
支
援
の
向
上
に
向
け
た
目

標
と
施
策
を
伺
う
。

市
長　

将
来
的
に
自
立
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
、
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
療
育
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
18
歳
ま
で
の
成
長

に
合
わ
せ
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
支
援
を
行
う
た
め
に
子

ど
も
発
達
支
援
相
談
室
を
開

設
し
て
い
る
。

問　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談

の
充
実
は
ど
う
か
。

教
育
長　

各
学
校
に
は
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
い
て
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
外
部
の
関
係

機
関
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
研
修
で
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

早
期
療
育
の
充
実
は
ど

う
か
。

教
育
長　

就
学
前
か
ら
の
連

携
と
保
護
者
へ
の
啓
発
や
教

職
員
の
理
解
の
向
上
に
よ
り
、

早
期
療
育
の
実
現
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の

　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

公
明
党　

中　

村　

今
朝
子

厳
し
い
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
状
況
の

中
で
の
介
護
環
境
の
向
上
に
つ
い
て

信
政
会　

林　
　
　

孝　

彦
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問　

区
と
行
政
に
よ
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」

は
、
区
の
自
主
性
・
主
体
性

を
尊
重
し
つ
つ
、
行
政
の
前

向
き
な
助
言
・
指
導
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
長
の
決
意

を
伺
う
。

市
長　

83
区
が
元
気
で
な
け

れ
ば
市
に
活
力
は
生
ま
れ
な

い
。
区
と
の
連
携
を
一
層
深

め
な
が
ら
、
こ
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
区
長
の
任
期
、

で
き
れ
ば
２
年
に
。

問　

「
安
曇
野
市
区
担
当
職
員

設
置
要
綱
」
に
定
め
る
、
居
住

す
る
区
の
課
題
解
決
の
支
援

に
つ
い
て
、そ
の
実
績
を
伺
う
。

企
画
財
政
部
長　

今
年
度
２

地
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
他
の
地
区
か
ら

の
実
績
報
告
は
な
い
。

問　

現
在
、
市
か
ら
区
に
交

付
さ
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
別
補
助
金
を
見
直
し

て
、
各
区
の
実
情
や
課
題
に

応
じ
て
、
事
業
内
容
を
自
由

に
決
め
ら
れ
る
「
一
括
交
付

金
」
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

今
ま
で
は
区
と
市
の

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
ご
と
に
、

縦
割
り
の
関
係
で
交
付
金
や

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
区
と
の
協
働
を
推

進
す
る
上
か
ら
見
直
し
、
よ

り
効
果
的
で
、
ま
た
区
の
各

種
事
業
が
、
活
発
に
行
わ
れ

る
た
め
の
交
付
金
等
の
あ
り

方
を
再
検
討
し
、
27
年
度
か

ら
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

問　

松
く
い
虫
対
策
は
、
伝

染
病
対
策
と
同
じ
危
機
意
識

で
取
り
組
ま
な
い
と
、
被
害

は
拡
大
す
る
。
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長　

平
成
12
年
に
被
害
が

確
認
さ
れ
て
、
伐
倒
駆
除
な

ど
の
対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、

明
科
を
中
心
に
し
た
東
山
は

被
害
が
大
き
く
、
伐
倒
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
。

問　

被
害
木
の
調
査
方
法
と

被
害
数
量
及
び
処
理
数
量
に

つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

５
人
の
森
林
保

全
巡
視
員
が
、
５
月
か
ら
10

月
に
11
回
調
査
し
て
い
る
。

23
年
度
被
害
量
は
４
４
３
０

㎥
で
処
理
率
87
・
８
％
、
24

年
度
被
害
量
は
４
７
８
５
㎥

で
処
理
率
67
・
３
％
、
全
量

駆
除
に
至
ら
な
か
っ
た
。

問　

松
枯
れ
の
原
因
と
な
る

セ
ン
チ
ュ
ウ
を
運
ぶ
カ
ミ
キ

リ
虫
が
、
来
春
孵ふ

か化
す
る
ま

で
に
全
量
駆
除
は
可
能
か
。

農
林
部
長　

平
地
と
西
山
地

域
は
、
来
年
６
月
ま
で
に
全

量
駆
除
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　

安
曇
野
の
美
し
い
自
然

を
守
る
た
め
、
「
松
く
い
虫
緊

急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
予
算

を
集
中
的
に
投
入
し
て
、
被

害
の
拡
大
を
早
期
に
食
い
止

め
る
決
意
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
ま
で
４
億
４
４
０

万
円
の
予
算
を
投
入
し
た
が
、

こ
の
課
題
は
、
周
辺
市
町
村

や
県
・
国
と
連
携
し
た
根
本

的
な
対
策
が
必
要
だ
。

区
へ
交
付
し
て
い
る
事
業
別

　
　
　
　

補
助
金
を
一
括
交
付
金
に

信
政
会　

竹　

内　

秀
太
郎

問　

松
く
い
虫
被
害
は
安

曇
野
市
全
域
で
４
７
８
４
㎡

明
科
押
野
山
を
中
心
に
赤
く

な
っ
て
い
る
。
国
・
県
の
専
門

支
援
は
も
ち
ろ
ん
全
市
民
の

協
力
や
共
同
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
編
成
で
、
国
、
県
の
モ

デ
ル
地
域
に
指
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
国
、

県
、
市
と
市
民
が
共
同
し
て

松
の
伐
倒
処
理
、
松
に
変
わ

る
植
林
、
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
の
自

然
更
新
、
焼
却
処
理
、
民
間

業
者
と
の
樹
幹
注
入
材
協
力
、

森
林
組
合
な
ど
の
指
定
管
理

等
で
事
業
協
力
、
庁
舎
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
暖
房
と
熱
電
源
開

発
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

市
長　

打
開
の
た
め
新
た
な

松
く
い
虫
被
害
自
治
体
連
携

に
国
も
参
入
し
た
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
、

国
も
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う

県
に
要
望
し
て
い
る
。

農
林
部
長　

自
然
植
樹
林
を

優
先
に
す
る
。
焼
却
は
平
地

で
は
大
々
的
に
し
て
い
く
。

樹
幹
注
入
は
今
後
補
助
制
度

を
考
え
る
。
森
林
組
合
と
は

充
分
連
携
が
取
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
に
ボ
イ
ラ
ー
を
と
の

建
設
ご
意
見
、
林
業
振
興
の

観
点
か
ら
推
進
し
て
い
く
。

太
陽
光
と
の
連
携
は
検
討
す

る
。

明
科
の
水
道
漏
水
対
策
に
つ

い
て

問　

３
月
と
９
月
の
定
例
会

で
私
の
個
人
的
な
試
算
で
は

漏
水
の
対
策
費
が
約
50
億
円

に
な
る
こ
と
を
示
し
、
対
策

を
求
め
た
。
水
道
は
命
の
水

で
あ
り
、
生
活
を
守
る
自
治

体
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、

進
捗
は
ど
う
か
。

上
下
水
道
部
長　

安
曇
野
市

の
水
道
事
業
認
可
は
28
年
度

統
合
予
定
。
老
朽
管
布
設
替

え
の
前
に
、
大
震
災
に
備
え

配
水
池
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
明
科
川
東
・
光
・
田
沢

配
水
池
は
か
な
り
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
26
年
度
実
施

設
計
を
行
い
、
着
工
は
28
年

度
の
予
定
。
26
年
度
か
ら
漏

水
調
査
を
し
て
、
老
朽
管
の

布
設
替
え
は
28
年
度
か
ら
行

う
。
総
配
管
は
百
数
キ
ロ
で

あ
る
。

桜
の
里
安
曇
野
に
つ
い
て

問　

桜
の
親
子
竜
の
安
曇
野

の
里
構
想
を
提
案
し
て
き
た
。

光
城
山
付
近
に
と
ど
ま
ら
ず

光
城
山
か
ら
拾
ヶ
堰
、
烏
川
、

安
曇
野
全
体
へ
と
桜
の
保
存

と
普
及
を
望
む
が
ど
う
か
。

市
長　

環
境
美
化
な
ど
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
進
め
る

課
題
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず

光
城
山
を
成
功
さ
せ
た
い
。

口
腔
歯
科
の
重
視
と
医
療
支

援
に
つ
い
て

問　

市
と
し
て
の
支
援
と
対

策
、
歯
科
医
師
会
と
の
連
携

は
ど
う
か
。

市
長　

赤
十
字
病
院
と
地
域

課
題
で
の
共
有
化
を
は
か
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。

松
く
い
虫
対
策
は
国
・
県
・
市
の

　
　
　

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
編
成
で

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

松　

澤　

好　

哲松くい虫樹幹注入

松くい虫被害で枯れた赤松
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問　

明
科
地
域
の
悲
願
で
あ

る
明
科
駅
周
辺
の
国
道
19
号

線
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
事

業
化
に
向
け
て
の
具
体
的
動

き
が
あ
る
よ
う
に
も
聞
く
が
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

明
科
は
、
市
の
東
の

玄
関
口
と
の
思
い
も
あ
り
重

要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
先
日
、

国
交
省
へ
の
要
望
活
動
を
行

い
、
大
臣
政
務
官
か
ら
も

「
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い

く
」
と
の
回
答
も
得
た
。
そ

の
後
、
国
交
省
か
ら
「
片
側

歩
道
で
ど
う
か
」
と
の
打
診

も
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も

両
側
歩
道
で
実
現
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問　

歩
道
整
備
と
並
行
し
て
、

明
科
駅
周
辺
に
は
、
に
ぎ
わ

い
と
活
気
を
再
構
築
す
る
市

街
地
の
再
開
発
事
業
の
要
望

が
根
強
い
が
、
市
の
対
応
は
。

都
市
建
設
部
長　

歩
道
部
分

に
限
ら
ず
、
広
げ
た
エ
リ
ア

の
整
備
ま
で
必
要
と
な
れ
ば
、

国
の
交
付
金
事
業
等
で
の
対

応
も
考
え
ら
れ
、
今
後
は
、

地
域
と
の
踏
み
込
ん
だ
対
話

の
中
で
進
め
た
い
。

問　

市
と
地
元
の
推
進
組
織

「
歩
道
整
備
委
員
会
」
と
の
連

携
の
状
況
、
特
に
、
地
権
者

の
理
解
を
得
る
取
り
組
み
へ

の
協
力
体
制
は
円
滑
か
。

都
市
建
設
部
長　

歩
道
整
備

委
員
会
は
24
年
８
月
に
組
織

さ
れ
、
勉
強
会
の
開
催
や
、

要
望
活
動
に
同
行
い
た
だ
く

な
ど
、
市
と
の
連
携
は
深
ま
っ

て
い
る
。
市
も
、
地
権
者
宅

を
訪
問
す
る
な
ど
積
極
的
な

関
わ
り
を
重
ね
て
い
る
。

問　

住
民
の
生
活
の
安
全
確

保
を
目
的
と
す
る
歩
道
整
備

な
ら
ば
、
駅
周
辺
に
と
ど
ま

ら
ず
、
潮
地
区
、
塔
の
原
地

区
の
歩
道
整
備
も
見
据
え
た

筋
の
通
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

駅
周
辺
に

限
ら
ず
、
南
北
の
歩
道
の
な

い
狭
い
危
険
な
地
域
、
箇
所

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
整

備
の
必
要
が
あ
る
と
の
認
識

で
い
る
。
事
業
主
体
で
あ
る

国
交
省
の
考
え
も
あ
り
、
事

業
の
拡
大
を
実
現
し
て
い
く

に
は
、
地
域
住
民
に
必
要
性

を
十
分
共
有
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
肝
要
だ
。

建
設
関
連
業
の
復
興
を

問　

企
業
誘
致
も
重
要
だ
が
、

今
は
、
ま
ず
、
市
内
の
既
存

の
企
業
を
元
気
に
す
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。
特
に

活
力
低
下
が
心
配
さ
れ
る
建

設
関
連
業
界
の
復
興
を
進
め
、

家
計
の
収
入
増
と
雇
用
確
保

に
つ
な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

公
共
事
業

の
減
少
の
影
響
か
、
22
年
度

ま
で
の
５
年
間
に
市
内
建
設

業
の
従
事
者
が
１
０
０
０
人

以
上
減
少
し
た
。
災
害
時
の

応
急
対
応
や
除
雪
な
ど
市
民

生
活
の
基
盤
を
支
え
る
重
要

な
産
業
で
あ
り
、
現
在
、
複

数
の
支
援
策
を
講
じ
て
お
り
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

明
科
駅
周
辺
の
国
道
19
号
線

　
　
　
　
　
　

歩
道
整
備
に
つ
い
て

政
和
会　

松　

枝　
　
　

功

問　

特
定
秘
密
保
護
法
案
は

衆
議
院
で
11
月
26
日
に
強
行

採
決
さ
れ
、
12
月
６
日
参
議

院
で
強
行
採
決
さ
れ
た
。
多

く
の
国
民
が
こ
の
法
案
に
反

対
、
ま
た
は
慎
重
に
と
い
う

意
思
表
明
し
て
い
る
中
で
成

立
さ
せ
た
。
こ
の
法
案
に
対

す
る
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

こ
れ
は
大
変
国
民
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
、

報
道
の
自
由
、
言
論
の
自
由

が
侵
さ
れ
、
国
民
の
知
る
権

利
が
閉
ざ
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
特
定
秘
密
に
つ
い
て
は

４
つ
の
事
項
の
枠
組
み
は
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
指
定

は
国
の
行
政
機
関
の
長
の
権

限
、
そ
し
て
高
級
官
僚
の
権

限
に
な
る
。
そ
の
と
き
の
政

権
や
大
臣
・
官
僚
の
考
え
方

で
特
定
秘
密
と
し
て
情
報
が

公
開
さ
れ
な
く
な
る
。
国
会

の
予
算
審
議
に
お
い
て
、
秘

密
事
項
に
対
す
る
予
算
が
膨

張
し
た
り
審
議
の
資
料
が
あ

き
ら
か
に
な
っ
て
こ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
行
政
機
関
の

情
報
は
情
報
公
開
法
に
よ
っ

て
国
民
の
た
め
の
情
報
と
し

て
公
表･

公
開
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
に
逆
行
す

る
。
自
治
体
と
し
て
も
情
報

が
な
け
れ
ば
何
も
判
断
で
き

な
い
か
ら
国
に
要
望
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。

問　

特
定
秘
密
と
い
う
の
は

何
が
特
定
秘
密
か
わ
か
ら
な

い
行
為
を
10
年
以
下
の
懲
役

あ
る
い
は
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本

的
人
権
、
罪
刑
法
定
主
義
に

反
す
る
。
平
和
主
義
に
反
す

る
こ
の
法
律
は
撤
廃
す
る
し

か
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長　

１
年
以
内
に
施
行
さ

れ
る
間
に
国
会
に
お
い
て
改

正
に
向
け
た
働
き
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
私
ど
も
も
国

会
議
員
に
要
望
す
べ
き
と
こ

ろ
は
要
望
し
て
い
く
。
野
党

勢
力
の
状
況
か
ら
す
る
と
、

住
民
運
動
と
か
、
国
民
世
論

の
盛
り
上
が
り
以
外
に
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

第
３
子
の
保
育
料
の
無
料
化

は

　年
度
か
ら
実
施

問　

子
育
て
の
支
援
策
と
市

27

長
公
約
に
つ
い
て
、
市
長
は

第
３
子
の
保
育
料
の
無
料
化

を
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
す

る
公
約
で
あ
っ
た
が
総
合
的

な
判
断
を
し
て
27
年
度
か
ら

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
他

と
の
整
合
性
が
あ
る
に
し
て

も
26
年
度
か
ら
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
の
経
済
的

支
援
策
の
他
に
安
曇
野
市
次

世
代
育
成
行
動
計
画
の
他
の

支
援
策
の
検
討
は
し
て
き
た

か
。

市
長　

26
年
度
か
ら
で
き
な

い
か
担
当
部
署
に
指
示
し
た
。

総
体
的
に
議
論
を
す
る
中
で
、

保
育
園
の
入
園
児
童
だ
け
で

な
く
、
市
に
在
住
す
る
全
て

の
児
童
に
公
平
に
適
用
し
て

い
く
た
め
に
26
年
度
は
検
討
、

27
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

子
育
て
の
支
援
は
経
済
的
な

軽
減
だ
け
で
は
な
く
、
教
育

委
員
会
の
学
力
向
上
等
の
立

志
塾
、
障
害
児
に
対
す
る
市

費
単
独
負
担
の
教
員
配
置
、

子
ど
も
の
海
外
派
遣
制
度
の

新
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
、

施
設
の
支
援
を
し
て
い
る
。

特
定
秘
密
保
護
法
の
改
正
は

国
民
世
論
の
盛
り
上
が
り
以
外
な
い

　

無
所
属　

荻　

原　

勝　

昭
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問　

西
山
（
田
多
井
地
区
、

岩
原
地
区
、
穂
高
全
般
）
山

麓
地
域
等
で
は
、
猿
等
に
よ

る
獣
害
の
農
作
物
の
被
害
が

増
大
し
て
い
る
。

　

猿
は
、
40
頭
位
の
群
れ
で

行
動
、
リ
ン
ゴ
等
の
農
作
物

を
荒
し
、
農
業
が
壊
滅
状
態

に
あ
る
。
24
年
度
の
被
害
額

は
、
約
５
０
０
万
円
位
で
、

年
々
被
害
額
が
増
大
中
。
更

に
は
、
住
宅
の
庭
ま
で
出
没
、

住
民
が
危
害
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
状
態
で
あ
る
。
早

急
な
被
害
防
止
対
策
が
必
要

で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

農
林
水
産
物
の
被
害

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
農
業

再
生
協
議
会
の
中
に
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
を
設
け
、
捕

獲
対
策
等
実
施
し
、
適
切
な

個
体
数
の
調
整
を
実
施
し
て

い
る
。

問　

獣
害
防
護
柵
等
の
効
果
、

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

国
の
補
助
事
業

を
受
け
、
獣
害
防
護
柵
を
設

置
。
26
年
は
、
田
多
井
地
区

へ
の
説
明
会
を
実
施
、
12
月

ま
で
に
設
置
予
定
。
南
小
倉

地
区
で
は
柵
の
設
置
後
、
作

付
け
を
し
、
一
定
の
効
果
を

得
た
。

問　

国
営
公
園
周
辺
の
国
と

の
調
整
と
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

農
林
部
長　

田
多
井
地
区
の

次
に
は
、
岩
原
地
区
へ
の
設

置
も
必
要
だ
。
地
元
の
説
明

と
並
行
さ
せ
、
国
と
協
議
を

進
め
る
。

問　

獣
害
防
護
柵
設
置
後
の

維
持
管
理
に
対
す
る
支
援
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

既
に
設
置
し
て

い
る
集
落
の
柵
の
維
持
管
理

を
調
査
、
検
討
す
る
。

問　

野
生
獣
捕
獲
後
の
処
理

施
設
の
新
設
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

市
が
管
理
す
る

山
林
内
に
埋
没
用
の
施
設
整

備
を
検
討
す
る
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問　

主
要
地
方
道
豊
科
イ
ン

タ
ー
堀
金
線
、
田
多
井
区
～

田
尻
区
の
小
中
学
校
の
通
学

路
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
、

約
１
３
０
０
ｍ
が
未
整
備
区

間
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
整

備
を
願
う
が
ど
う
か
。

市
長　

歩
道
整
備
は
基
本
的

に
は
、
通
学
路
を
優
先
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
県
に
対
し

事
業
要
望
を
行
い
、
調
整
に

努
め
た
い
。

問　

田
尻
地
区
住
民
へ
の
説

明
会
と
工
事
の
着
工
等
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

23
年
度
か

ら
事
業
説
明
会
、
用
地
測
量
、

一
部
買
収
等
を
実
施
し
た
。

工
事
の
着
工
は
、
27
年
度
以

降
の
予
定
で
あ
る
。

問　

全
線
の
整
備
完
了
予
定

年
度
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

８
６
０
ｍ

の
未
整
備
区
間
に
は
、
神
社

人
家
な
ど
あ
る
が
、
建
設
事

務
所
に
要
望
を
行
い
、
事
業

が
促
進
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
い
き
た
い
。

獣
害
「
猿
」
対
策
に
つ
い
て

信
政
会　

一　

志　

信
一
郎民家に出没する猿

問　

宮
澤
市
政
２
期
目
に
際

し
、
将
来
構
想
を
「
北
ア
ル

プ
ス
に
育
ま
れ　

共
に
響
き

合
う　

田
園
産
業
都
市　

安

曇
野
」
に
同
意
し
た
一
人
と

し
て
５
つ
の
主
要
施
策
の
中

か
ら
、
私
自
身
が
考
え
る
重

点
項
目
に
つ
い
て
聞
く
。

　

ま
ず
、
安
曇
野
市
の
人
口

構
造
、
動
態
人
口
で
あ
る

が
、
持
続
可
能
な
安
曇
野
市

の
構
築
に
と
っ
て
こ
の
点
が

最
も
悩
ま
し
く
、
し
か
し
避

け
て
は
い
ら
れ
な
い
課
題
で

あ
る
。
近
隣
市
と
比
較
し
て

も
安
曇
野
市
の
高
齢
化
率
は

い
さ
さ
か
急
ピ
ッ
チ
で
、
義

務
教
育
ま
で
健
全
に
子
供
た

ち
を
育
て
て
も
、
そ
の
先
で

彼
ら
が
ど
の
様
に
社
会
に
出

て
い
く
の
か
、
そ
の
動
向
・

意
識
調
査
を
図
っ
た
う
え
で
、

そ
の
子
達
が
も
し
安
曇
野
で

生
活
し
て
行
く
事
を
希
望
す

る
な
ら
、
ま
ず
働
く
場
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
点
は
企
業
誘

致
だ
っ
た
り
、
産
業
の
創
出

だ
と
考
え
る
が
、
制
定
以
来

１
年
８
か
月
に
な
る
土
地
利

用
制
度
と
の
関
係
に
お
い
て
、

見
え
て
き
た
問
題
点
を
伺
う
。

市
長　

確
か
に
安
曇
野
市
の

高
齢
化
率
は
19
市
の
内
で
は

高
い
方
で
、
市
で
教
育
を
受

け
た
若
者
が
ま
た
戻
っ
て
頂

く
施
策
は
極
め
て
大
切
だ
と

思
っ
て
お
り
、
議
員
同
様
こ

の
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
働

く
場
の
確
保
は
共
通
認
識
し

て
い
る
。
今
後
こ
の
産
業
振

興
と
共
に
土
地
利
用
に
関
す

る
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な

る
。

　

安
曇
野
市
の
適
正
な
土
地

利
用
に
関
す
る
条
例
の
見
直

し
を
あ
る
面
で
は
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
全
国
的
に
も
余
り

例
の
な
い
条
例
で
他
の
自
治

体
を
参
考
に
し
て
運
用
で
き

る
状
況
に
な
い
た
め
、
日
常

的
に
こ
の
内
容
や
運
用
の
確

認
を
し
な
が
ら
事
務
を
遂
行

し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

問　

い
ろ
ん
な
産
業
創
出
の

可
能
性
に
お
い
て
、
自
然
、

土
地
等
に
負
荷
を
か
け
ず
観

光
産
業
を
確
立
す
る
事
は
最

も
実
現
性
が
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
る
が
、
市
長
は
ど
の

様
に
観
光
戦
略
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

市
長　

安
曇
野
市
は
知
名
度

に
お
い
て
は
、
評
価
を
得
て

い
る
と
思
う
が
、
イ
メ
ー
ジ

が
先
行
し
て
お
り
そ
れ
故
に

観
光
戦
略
的
に
は
、
ポ
イ
ン

ト
が
絞
り
切
れ
て
い
な
い
。

わ
さ
び
田
だ
け
で
な
く
、
碌

山
美
術
館
、
国
営
公
園
、
烏

川
渓
谷
緑
地
等
々
十
二
分
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
今
後
の
計
画
と
し

て
、
南
部
方
面
の
地
域
整
備
、

取
り
分
け
三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
の
展
望
台
、
富
士
山
の
見

え
る
展
望
台
と
し
て
一
つ
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
恵
ま
れ
た
山

岳
観
光
を
進
め
る
き
っ
か
け

と
し
、
温
浴
施
設
の
整
備
等

に
よ
り
、
癒
し
、
健
康
づ
く

り
と
共
に
そ
の
拠
点
と
し
た

い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

ハ
ー
ド
事
業
は
、
民
間
事
業

者
も
含
め
た
経
済
活
動
に
つ

な
が
る
よ
う
努
力
す
る
。

市
長
二
期
目
の
市
政
方
針
に
つ
い
て

信
政
会　

濵　
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問　

安
曇
野
広
域
排
水
事
業

が
完
成
し
て
８
年
に
な
る
が
、

未
だ
に
一
級
河
川
黒
沢
川
と

あ
づ
み
野
排
水
路
が
接
続
さ

れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
と
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

本
排
水
路
は
、

黒
沢
川
下
流
域
の
洪
水
被
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
の
基
幹
水
路
と
し
て
位

置
づ
け
さ
れ
、
緊
急
度
が
高

く
早
急
な
整
備
が
必
要
と
さ

れ
て
い
た
。
一
方
、
長
野
県

に
お
い
て
も
、
黒
沢
川
と
万

水
川
を
接
続
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
11

年
の
黒
沢
ダ
ム
に
関
す
る
県

公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
の

意
見
を
受
け
、
国
と
県
が
共

同
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
、
工
事
は
農
水
省
が
施

工
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
。

都
市
建
設
部
長　

突
然
の
脱

ダ
ム
宣
言
に
よ
り
、
河
川
整

備
計
画
の
見
直
し
が
生
じ
、

下
流
域
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
黒
沢
川
に
調
整
池
を

設
け
た
後
、
あ
づ
み
野
排
水

路
に
接
続
す
る
計
画
に
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

問　

こ
の
整
備
計
画
は
何
年

く
ら
い
の
予
定
で
あ
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

事
業
効
果

が
発
現
す
る
ま
で
の
期
間
と

し
て
20
年
以
内
で
あ
る
。

問　

昨
今
の
異
常
気
象
は
全

国
各
地
で
想
像
を
絶
す
る
よ

う
な
大
災
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
現
状
に
鑑

み
て
も
20
年
は
余
り
に
も
長

過
ぎ
な
い
か
。
既
に
完
成
し

た
、
あ
づ
み
野
排
水
路
の
事

業
効
果
の
早
期
発
現
と
い
う

面
か
ら
も
、
本
河
川
整
備
計

画
の
実
現
に
向
け
て
お
願
い

し
た
い
が
ど
う
か
。

市
長　

黒
沢
川
の
脱
ダ
ム
宣

言
は
、
県
全
体
の
脱
ダ
ム
と

い
う
事
で
全
国
的
な
波
紋
を

呼
ん
だ
課
題
で
あ
る
が
、
調

整
池
を
含
む
河
川
改
修
に
変

更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

い
う
事
情
が
あ
る
。
従
っ
て
、

本
事
業
が
平
成
26
年
度
に
は

新
規
採
択
さ
れ
る
よ
う
強
く

働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

問　

万
水
川
下
流
域
の
内
水

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成
18
年
度
大
雨
出
水
時

の
被
害
を
受
け
、
こ
の
地
域

の
排
水
対
策
が
、
何
度
か
検

討
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

都
市
建
設
部
長　

わ
さ
び
田

周
辺
の
排
水
路
を
バ
イ
パ
ス

化
す
る
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、

延
長
や
勾
配
の
関
係
か
ら
実

現
に
至
ら
ず
。
ま
た
、
ポ
ン

プ
に
よ
る
排
水
も
検
討
さ
れ

た
が
、
財
源
の
問
題
も
あ
っ

て
苦
慮
し
て
い
る
。

問　

安
曇
平
の
排
水
の
多
く

が
こ
の
万
水
川
に
集
中
さ
れ
、

下
流
域
に
位
置
す
る
矢
原
、

白
金
、
等
々
力
、
重
柳
の
住

民
に
と
っ
て
は
、
こ
の
内
水

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

早
急
に
こ
の
対
策
を
講
じ
ら

れ
な
い
か
。

市
長　

内
水
対
策
は
基
礎
自

治
体
の
責
務
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
本
市
だ
け
で
は
対

応
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
こ

の
地
域
の
皆
さ
ん
の
不
安
は

十
分
承
知
し
て
い
る
。
ど
ん

な
方
法
が
講
じ
ら
れ
る
の
か
、

対
応
を
考
え
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
あ
づ
み
野
排
水
路
の
河
川

指
定
に
つ
い
て

あ
づ
み
野
排
水
路
の
接
続
と

　
　

下
流
域
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

無
所
属　

山　

田　

幸　

与

問　

安
曇
野
に
は
自
然
豊
か

な
里
山
を
舞
台
に
し
た
野
外

活
動
を
主
と
し
た
保
育
園
が

あ
る
が
、
認
可
外
の
た
め
助

成
が
な
く
安
定
経
営
に
は
課

題
が
あ
る
。
野
外
保
育
園
に

対
し
ど
の
よ
う
な
認
識
と
支

援
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

子
ど
も
は
次
世
代
を

担
う
宝
。
活
力
あ
る
安
曇
野

で
あ
る
た
め
に
子
ど
も
の
支

援
は
重
要
。
平
成
27
年
か
ら

実
施
の
第
３
子
の
保
育
料
無

料
を
認
可
外
保
育
園
に
も
公

平
な
方
向
付
け
を
行
う
。

問　

年
中
児
も
公
立
保
育
園

と
同
様
に
健
康
・
歯
科
診
断
の

受
診
が
で
き
る
よ
う
に
望
む
。

健
康
福
祉
部
長　

ど
う
あ
る

べ
き
か
子
ど
も
子
育
て
会
議

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

野
外
保
育
の
実
践
が
安

曇
野
で
始
ま
り
10
年
が
経
つ
。

効
果
を
検
証
す
る
予
算
付
け

し
た
調
査
を
行
う
べ
き
。
結

果
を
も
と
に
、
『
里
山
の
自
然

を
生
か
し
た
野
外
保
育
園
、

そ
れ
を
公
的
支
援
す
る
行
政
』

と
い
う
安
曇
野
モ
デ
ル
を
内

外
に
発
信
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

野
外
保
育

を
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て

認
め
る
と
い
う
提
案
。
野
外

保
育
園
の
有
効
性
、
実
態
調

査
は
必
要
。
新
た
な
枠
組
み

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
」
が

決
ま
り
、
市
で
も
来
年
度
子

育
て
支
援
会
議
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
野
外
保
育
に
つ
い

て
も
十
分
な
検
討
と
検
証
を

し
て
い
く
。

北
小
倉
廃
棄
物
処
理
業
者
の

河
川
道
路
違
法
使
用
に
厳
正

対
処
を

問　

業
者
車
両
が
鳴
沢
川
河

川
敷
道
路
を
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
が
、
平
成
20
年
に

市
長
名
で
法
定
外
公
共
物
管

理
条
例
違
反
で
あ
る
旨
を
通

告
し
て
い
る
。
市
の
再
三
の

指
導
に
も
業
者
は
一
向
に
改

善
せ
ず
、
ま
た
業
者
に
対
し

市
は
厳
正
対
処
を
し
て
い
な

い
。
過
去
の
見
解
通
り
業
者

の
行
為
を
同
条
例
違
反
と
認

識
す
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

河
川
堤
防

は
道
路
と
し
て
事
実
上
開
放

さ
れ
、
自
由
使
用
の
範

は
ん
ち
ゅ
う疇

と

考
え
る
。
業
者
に
は
大
型
車

の
通
行
に
よ
り
、
公
共
物
で

あ
る
堤
防
の
損
傷
が
危
惧
さ

れ
る
た
め
指
導
し
て
い
る
が
、

現
在
損
傷
は
な
く
、
条
例
違

反
と
は
言
え
な
い
。

問　

市
は
業
者
へ
の
厳
正
な

対
応
と
し
て
、
河
川
敷
と
業

者
敷
地
の
境
界
に
ポ
ー
ル
を

設
置
す
べ
き
で
は
。

都
市
建
設
部
長　

設
置
は
特

定
市
民
へ
の
河
川
敷
利
用
の

妨
害
行
為
で
市
の
不
法
行
為

責
任
を
追
及
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
。
業
者
の
堤
防
使
用
が

堤
防
の
機
能
を
著
し
く
損
ね
、

他
の
市
民
の
利
用
の
妨
げ
に

な
る
特
別
の
事
情
が
無
い
限

り
、
設
置
は
難
し
い
。

問　

業
者
が
市
を
訴
え
た
河

川
敷
の
時
効
取
得
を
主
張
す

る
裁
判
へ
の
対
応
は
。

都
市
建
設
部
長　

全
面
棄
却

を
求
め
て
い
る
。

認
可
外
保
育
所
の

野
外
保
育
園
に
対
し
て
公
的
支
援
を

無
所
属　

増　

田　

望
三
郎

大型車両が通行し、
河川敷道路の損傷の

おそれが…
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問　

三
郷
小
学
校
の
マ
ン
モ

ス
校
の
解
消
に
つ
い
て
、
教

育
長
に
質
問
す
る
。
三
郷
小

学
校
は
長
く
１
０
０
０
名
を

超
え
る
学
校
で
あ
る
。
合
併

し
て
９
年
目
を
迎
え
る
が
、

今
も
１
１
０
０
名
近
い
状
況

で
学
校
運
営
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
放
置
と
い
う

の
は
教
育
行
政
の
怠
慢
で
は

な
い
か
。
保
護
者
は
不
安
を

抱
え
、
何
年
か
か
っ
て
も
２

校
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

も
あ
る
。
教
育
長
は
こ
の
声

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

教
育
長　

学
区
の
適
正
規
模

に
つ
い
て
は
、
21
年
度
に
開

催
さ
れ
た
通
学
区
審
議
会
で
、

三
郷
地
域
を
二
分
す
る
改
善

策
は
適
当
で
な
い
と
い
う
答

申
が
出
さ
れ
た
。
三
郷
小
学

校
に
つ
い
て
は
過
大
規
模
校

と
い
う
認
識
を
し
て
い
る
。

学
校
で
教
育
上
の
工
夫
で
デ

メ
リ
ッ
ト
を
抑
制
し
、
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
学
校
運
営
に

努
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
面
は
分
割
の
必
要
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

問　

通
学
区
審
議
会
が
行
わ

問　

松
本
市
波
田
地
区
消
費

者
の
会
で
は
、
不
要
食
器
（
陶

器
）
を
回
収
し
、
削
減
、
再

使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
な
が
ら
、

廃
棄
物
の
減
量
と
資
源
の
有

効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

美
濃
焼
産
地
ま
で
運
び
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
資
金
を
松
本

市
が
支
援
し
て
い
る
が
、
当

市
で
も
同
じ
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

市
民
環
境
部
長　

循
環
型
社

会
の
観
点
か
ら
も
合
致
す
る

事
業
で
あ
る
が
、
三
郷
に
最

終
処
分
場
が
あ
り
、
32
年
度

ま
で
埋
め
立
て
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
廃
棄
物
の
発
生
は

依
然
膨
大
で
あ
り
、
最
終
処

分
場
の
確
保
も
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
不
法
投
棄
も

増
加
傾
向
で
あ
り
、
廃
棄
物

問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
型
の
経
済
社
会
か
ら

脱
却
し
、
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
い
循
環
型
社
会
を
形
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
芽

れ
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

２
校
分
離
で
な
く
、
適
正
な

通
学
区
の
審
議
で
あ
っ
た
。

根
本
的
な
解
決
は
２
校
制
以

外
な
い
と
い
う
委
員
の
発
言

も
残
っ
て
い
る
。
行
事
に
も

参
加
し
て
の
考
え
か
。
午
前

午
後
に
分
け
る
音
楽
会
の
実

情
を
見
て
、
こ
こ
で
非
常
事

態
に
な
っ
た
ら
ど
う
対
応
で

き
る
の
か
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
通
学
区
見
直
し
で
は

抜
本
的
な
解
消
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

行
事
へ
の
参
加
で

は
、
運
動
会
に
参
加
し
た
が

特
に
不
満
、
意
見
は
聞
か
な

か
っ
た
。
非
常
に
熱
心
で
素

晴
ら
し
い
運
動
会
だ
っ
た
。

問　

三
郷
小
学
校
の
マ
ン
モ

ス
校
を
解
消
す
る
た
め
に
、

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
・

教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
率

直
に
語
り
合
う
機
会
、
会
合

を
持
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長　

大
規
模
校
で
児
童

が
競
い
合
い
成
長
す
る
姿
が

あ
り
、
保
護
者
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

生
え
、
交
流
の
場
が
設
け
ら

れ
、
市
民
協
働
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
検
討

し
、
不
要
食
器
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
推
進
を
実
施
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
整
え
た
い
。

問　

来
年
度
か
ら
の
実
施
に

つ
い
て
確
認
し
た
い
。

市
民
環
境
部
長　

来
年
度
か

ら
試
験
的
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
へ
の
運
賃
の
支
援
、
市

民
向
け
の
広
報
を
実
施
す
る
。

糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
つ
い

て問　

国
保
加
入
者
の
診
療
報

酬
明
細
書
の
記
載
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
糖
尿
病
の
重
症
化

に
至
ら
な
い
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

重
症
化
す
る
と
、
本

人
、
家
族
に
と
っ
て
も
大
変

つ
ら
い
治
療
と
な
り
、
治
療

費
も
多
大
に
な
る
。
現
在
、

保
健
師
や
栄
養
士
を
中
心
と

し
た
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

る
が
、
厚
労
省
が
進
め
て
い

る
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
が
本
年
度
中
に
稼
働
す

る
。
こ
の
活
用
に
よ
っ
て
、

に
も
真し

ん

し摯
に
耳
を
傾
け
て
い

く
。
具
体
的
に
保
護
者
・
地

域
か
ら
直
接
的
に
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
な
い
現
状
だ
が
、

安
曇
野
市
学
校
支
援
地
域
本

部
に
、
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
い
る
。
そ

う
い
う
組
織
も
あ
る
の
で
、

声
を
そ
ち
ら
に
届
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
学
校
に
直
接
話

し
て
い
た
だ
く
の
も
可
能
と

思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
特
定
秘
密
保
護
法

○
暖
房
費
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

○
増
田
建
設
産
業
の
防
音
壁

市
独
自
の
予
防
事
業
を
事
務

職
員
お
よ
び
保
健
師
、
栄
養

士
と
い
っ
た
専
門
職
の
両
輪

で
対
応
が
で
き
る
。

市
民
環
境
部
長　

こ
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
地
域
の
状
況

を
的
確
に
把
握
し
、
効
果
的

な
重
症
化
予
防
、
健
康
状
況

の
把
握
、
疾
病
別
の
医
療
費

分
析
の
充
実
が
期
待
で
き
る
。

問　

健
康
寿
命
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

糖
尿
病
は
、

初
期
に
は
自
覚
症
状
も
な
く
、

脳
梗
塞
や
脳
血
管
疾
患
、
心

臓
疾
患
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
基

準
を
超
え
た
方
を
対
象
に

６
ヵ
月
の
期
間
で
特
定
保
健

指
導
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
当
市
は
、
市
独

自
に
基
準
を
定
め
、
指
導
が

必
要
な
方
に
は
保
健
師
、
栄

養
士
が
緊
急
訪
問
し
て
い
る
。

24
年
度
は
１
４
０
人
行
い
、

緊
急
で
は
な
い
と
い
う
方
も

入
れ
て
２
４
０
人
実
施
し
た
。

希
望
者
に
行
う
の
で
は
な
く
、

必
要
な
方
か
ら
行
い
、
重
症

化
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
。

三
郷
小
学
校
の
マ
ン
モ
ス
校
の
解
消
を

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

井　

出　

勝　

正

循
環
型
社
会
形
成
促
進
の
た
め
に

公
明
党　

藤　

原　

陽　

子

1000名以上が通う三郷小学校
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一 般 質 問
問　

公
的
年
金
制
度
の
改
定

に
よ
り
、
年
金
の
給
料
比
例

部
分
の
開
始
年
齢
が
平
成
25

年
度
か
ら
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
平
成
25
年
度
以

降
定
年
退
職
す
る
方
々
は
、

定
年
後
年
金
が
支
給
さ
れ
な

い
、
収
入
な
し
の
期
間
が
発

生
す
る
。
年
金
支
給
ま
で
の

雇
用
確
保
が
民
間
も
公
務
員

も
共
通
の
課
題
だ
。
市
長
に

安
曇
野
市
の
再
任
用
制
度
、

再
任
用
職
員
に
関
し
基
本
的

な
考
え
を
伺
う
。

市
長　

毎
年
20
名
以
上
の
職

員
が
定
年
を
迎
え
る
。
経
験

豊
か
な
職
員
が
今
ま
で
の
つ

ち
か
っ
た
知
識
、
経
験
を
活

か
し
て
再
任
用
職
員
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
は
、
組
織
と

し
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
認

識
を
す
る
。
収
入
の
な
い
期

間
が
発
生
す
る
こ
と
は
職
員

に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
年
金
と
雇
用
の
継
続

に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
く

考
え
だ
。

問　

経
験
豊
富
な
人
材
（
人

財
）
確
保
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
か
ら
見
て
も
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。
私
は
、
希
望
者
全

員
再
雇
用
を
す
る
べ
き
と
考

え
る
。
退
職
者
と
再
任
用
の

実
態
等
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

希
望
者
全
員
を

再
任
用
職
員
と
し
て
採
用
し

て
い
る
。
平
成
25
年
度
24
名

中
11
名
が
再
任
用
（
平
成
24

年
度
で
退
職
さ
れ
た
職
員
）
。

26
年
度
は
27
名
（
平
成
25
年

度
で
退
職
さ
れ
る
職
員
）
。

問　

再
任
用
つ
い
て
の
選
考

基
準
、
何
を
最
も
重
要
視
す

る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長　

所
属
長
が
面
接

し
最
重
要
視
す
る
も
の
は
、

再
任
用
を
希
望
し
た
職
員
の

今
ま
で
の
人
間
性
、
勤
務
態

度
、
勤
務
状
況
を
考
慮
し
決

定
し
て
い
る
。

問　

再
任
用
職
員
の
級
、
格

付
け
が
あ
る
。
そ
の
実
態
を

伺
う
。

総
務
部
長　

基
本
的
に
２
級

の
格
付
け
で
あ
り
、
短
時
間

職
員
の
給
与
月
額
12
万
円
か

ら
20
万
円
の
範
囲
で
あ
る
。

格
付
け
、
給
与
体
系
は
全
国

の
平
均
的
な
と
こ
ろ
で
行
っ

て
い
る
。
特
命
事
項
に
該
当

す
る
中
で
他
の
自
治
体
と
の

調
整
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
い

格
付
け
も
あ
る
。

問　

特
命
、
特
別
な
職
務
に

つ
い
て
は
、
再
任
用
で
な
く
、

職
員
の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ

る
た
め
に
も
現
職
に
与
え
る

べ
き
と
考
え
る
。
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

市
民
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

な
い
。
再
任
用
職
員
の
配
属

先
の
受
け
入
れ
態
勢
、
再
任

用
に
よ
っ
て
立
場
が
逆
転
し

た
。
職
場
に
お
い
て
協
調
で

き
る
か
伺
う
。

総
務
部
長　

立
場
が
変
わ
っ

て
の
人
間
関
係
の
難
し
さ
、

受
け
入
れ
側
の
部
下
と
し
て

の
業
務
管
理
の
難
し
さ
が
あ

る
。
職
場
の
調
和
を
重
視
し
、

経
験
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
て
円
滑
な
職
場
に
な
る
よ

う
な
心
遣
い
、
気
配
り
、
再

任
用
さ
れ
る
職
員
の
立
場
、

こ
の
認
識
が
一
番
重
要
と
考

え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
市
の
小
・
中
学
生

の
ネ
ッ
ト
依
存
症
に
つ
い
て

安
曇
野
市
に
お
け
る
再
任
用
制
度
、
再

任
用
職
員
に
つ
い
て

政
和
会　

内　

川　

集　

雄

問　

北
小
倉
の
廃
棄
物
処
理

施
設
の
防
音
壁
に
係
わ
っ
て
、

市
が
と
る
べ
き
適
切
な
対
応

に
つ
い
て
、
特
に
行
政
処
分

や
改
善
命
令
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

８
月
22
日
に
業
者
に

対
し
市
の
調
査
結
果
を
報
告

し
、
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

補
強
等
の
改
善
を
要
望
し
た
。

業
者
か
ら
は
、
市
の
調
査
結

果
に
対
す
る
見
解
や
不
明
な

点
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

９
月
３
日
に
は
防
音
壁
の
改

良
計
画
の
図
面
が
市
に
提
出

さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
改
良
・
補
強
の
検
討
を

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

市
と
し
て
は
、
改
善
命

令
で
は
な
く
要
望
書
と
い
う

形
で
し
か
出
せ
な
い
と
言
う

が
、
そ
の
法
的
な
根
拠
は
。

市
民
環
境
部
長　

廃
掃
法
に

よ
る
判
断
で
あ
る
。
一
般
廃

棄
物
の
処
分
業
に
つ
い
て
は

市
町
村
長
が
許
可
す
る
。
施

設
に
つ
い
て
は
県
知
事
の
許

可
で
あ
る
た
め
、
施
設
（
防

音
壁
）
に
つ
い
て
の
改
善
命

令
は
市
で
は
で
き
な
い
。

問　

廃
掃
法
の
第
19
条
の
３

第
１
項
や
同
法
施
行
令
第
３

条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
市
町

村
も
改
善
命
令
は
出
せ
る
と

解
釈
で
き
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
不
正
の
手
段
に
よ
っ
て

許
可
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、

許
可
の
取
り
消
し
ま
で
及
ぶ

の
で
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

そ
う
い
う

見
解
も
あ
る
が
、
市
と
し
て

は
処
分
業
・
ソ
フ
ト
の
部
分

と
、
ハ
ー
ド
の
部
分
・
施
設

と
は
明
確
に
切
り
分
け
て
判

断
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
時

点
で
の
事
実
を
と
ら
え
て
不

正
と
断
定
は
で
き
な
い
。

問　

業
者
は
「
県
及
び
市
に

提
出
し
た
書
類
に
つ
い
て
、

安
全
性
に
は
自
信
が
あ
る
」

と
し
な
が
ら
、
市
の
「
行
政

指
導
で
は
な
い
単
な
る
要
望
」

を
受
け
て
、
「
補
強
・
補
正
を

し
て
も
い
い
」
と
答
え
て
い

る
。
業
者
と
行
政
の
慣
れ
合

い
の
よ
う
で
疑
問
を
感
じ
る

が
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　

確
か
に
多

少
は
矛
盾
す
る
と
は
思
う
が
、

改
善
の
要
望
は
真し

ん

し摯
に
受
け

と
め
た
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
、
市
は
そ
の
言
葉
を
信
用

す
る
。

松
枯
れ
対
策
は
薬
剤
散
布
や

焼
却
処
分
に
頼
ら
ず
に

問　

松
枯
れ
対
策
を
循
環
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
に
つ
な

げ
る
安
曇
野
市
独
自
の
施
策

に
つ
い
て
、
ま
た
観
光
拠
点

と
し
て
重
要
な
穂
高
・
山
麓

地
域
に
松
枯
れ
拡
大
必
至
と

予
想
さ
れ
る
現
状
に
、
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
伺
う
。

市
長　

松
枯
れ
対
策
を
、
地

域
の
山
林
の
将
来
を
考
え
る

よ
い
機
会
と
と
ら
え
、
各
部

局
で
連
携
を
強
め
、
さ
ら
に

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
各

方
面
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て

進
め
て
い
く
。

廃
棄
物
処
理
業
者
に
対
し

行
政
処
分
や
改
善
命
令
を
ど
う
す
る

無
所
属　

小　

林　

純　

子松枯れ対策・更新伐事業で切り出された赤松
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議案第 149 号 安曇野市 資金積立金条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 150 号 安曇野市 福祉基金条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 161 号 安曇野市 博物館条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 162 号
平成 25 年度 安曇野市一般会計補正予算（第５号）（福祉教育委員会所管事項）（全員
賛成で可決）

審査内容

（意見・要望）
 ・ 南部多目的運動広場付近にある中信射撃場との関係について、運動広場の計画当初、この射撃場の存在

については配慮がなかったため、いろいろ心配な声や気がかりなことを聞いている。最初の計画段階か
ら今日に至るまで、もう少し早めに対応しておくべきことがあったのではないか。既に着工しているの
で、できる限り安全に配慮して、市民への説明責任を果たしてほしい。また、今回のことは縦割り行政
の弊害だと思うので、今後は早い段階から横の連携をとってほしい。

議案第 164 号 平成 25 年度 安曇野市 介護保険特別会計補正予算（第 3 号）（全員賛成で可決）

議案第 174 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科デイサービスセンター）（賛成多数で可決）

議案第 175 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷デイサービスセンター）（賛成多数で可決）

議案第 176 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金デイサービスセンター）（賛成多数で可決）

議案第 177 号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科デイサービスセンター）（賛成多数で可決）

審査内容
（意見）
 ・ 指定管理者制度の導入に関しては、基本的には賛成ではない。本来、自治体が担うべき公共サービスや

公的責任を外部に投げだすというもので、自治体の本旨からみてもそぐわない内容だと思う。

議案第 178 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷福祉センター、安曇野市三郷屋
内ゲートボール場）（全員賛成で可決）

議案第 180 号 公の施設の指定管理者の指定について（臼井吉見文学館）（賛成多数で可決）

請願第 11 号 三郷公民館講堂反響板設置について（全員賛成で採択）

審査内容

（意見）
 ・ 三郷公民館だけでなく、市内の音響効果の悪い施設で、持ち回りで使えるような機材はないか探してみ

た。その中には、有効に活用できるだろうと考えられるものがあるので、これを機に、市全体の施設で
市民が使える音響板をそろえることは必要だと思う。費用はかかるが、有効に利用されればよいのでは
ないかと思う。

福祉教育委員会審査報告（抜粋）

議案第 162 号
平成 25 年度 安曇野市一般会計補正予算（第５号）（建設水道委員会所管事項）（全員
賛成で可決）

審査結果
 ・ 特に債務負担行為補正の所有権確認請求事件については、資料をもとに経過等の詳細な説明を受け審査

した結果、特に異議なく全員賛成で可決した。

議案第 165 号 平成 25 年度 安曇野市 下水道事業特別会計補正予算（第 3 号）（全員賛成で可決）

議案第 166 号 平成 25 年度 安曇野市 水道事業会計補正予算（第 2 号）（全員賛成で可決）

陳情第 5 号 安曇野市穂高牧地区所在の放置建物に関する陳情書（全員賛成で採択）

審査内容

（意見）
 ・ 現地の建物は、内部はもとより外部も焼け焦げている。また、屋根の一部は既に穴があいて崩落してお

り、大変危険な状態になっていて、早急に対策が必要であるので賛成する。
 ・ 道路沿いに建っていて、景観の問題だけでなく、だれでも内部に入ることができる状態であり、空き家

の防犯面に関しても対策が必要と考える。
 ・ 陳情には、空き家対策について、強く行政に働きかけて欲しいと書かれており、早急な対策を講じるよ

う市に働きかけることに賛成である。

建設水道委員会審査報告（抜粋）
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議案第 145 号 安曇野市 防災広場条例（賛成多数で可決）

審査内容
（意見）
 ・ 条例第４条第４号の禁止行為に規定されている「政治活動及び宗教活動を行うこと」の具体的な運用を

規則等で示すこと。

議案第 146 号 組織改編に伴う関係条例の整備に関する条例（賛成多数で可決）

審査内容
（原案に反対の意見）
 ・ 市民は支所で大半の用が済み、本庁に行く人は少ないとのデータがある。行政が市民から遠ざかってし

まい、支所が出張所になってしまうという観点から反対である。

請願第 12 号 特定秘密保護法制定をしないことを政府に求める請願（賛成少数で不採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
 ・ 請願事項である国会で審議されている本法案の制定を止めることを求めるものであり、すでに法律が制

定されている。現時点では状況が変わっており、不採択にすべきである。
（採択に賛成の意見）
 ・ 請願が提出された時点での状況と、その法律が制定された今の状況において、議会が緊急に対応する必

要と、議員は市民と共にあることを大事にすることが、議会として重要である。
（採決の結果を受けての各委員の意見）
 ・ 市政や市民にも関わってくる問題である。廃止すべく意見書を議会として出すべきであり、市民の世論

を喚起して廃止につなげていく。
 ・ 議会として、意見書等を出すことには賛成である。その趣旨について、廃止か慎重審議を求めるものに

するか。
 ・ 情報をだすことは必要だ。適正な運用方法を求める意見書がよい。
 ・ 総務常任委員会の発議でなくして、安曇野市議会全体として、討論する中で行動を起こしていくことが

よいと思う。
 ・ 総務委員の中でも、意見書の文案が分かれているが、会期中の最終日には何か行動が起こせるよう、対

応するべきだ。

総務委員会審査報告（抜粋）

議案第 148 号
安曇野市 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例（賛成多数で可
決）

議案第 152 号 安曇野市 長峰山森林体験交流センター条例の一部を改正する条例（賛成多数で可決）

議案第 153 号 安曇野市 温泉健康交流施設条例（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ この事業は、多額の予算を使う事業であり、市民にとって必要なものであるかと思う。しゃくなげ荘は

現地に改修していくべきではないか、天然温泉の施設を観光の入り口とするならば、イベント湯などに
ついては観光の入り口になるのか。また、地産地消で食を提供するということであるが、ビフ穂高との
競合など、まだ検討が不十分でないかと思うため、このように図面上だけで判断しなければならない施
設条例には反対する。

（原案に賛成の意見）
 ・ しゃくなげ荘の宿泊施設については、長年検討を経てきたものである。市民の声を聞いて、市民の健康

のことを考えて、温浴施設として計画が進んでいるわけである。今まで多くの検討を重ねてき、そして
この条例が今後の建築に向けての申請手続きの中で必要であるということであるので、この条例には賛
成する。

議案第 154 号 安曇野市 保養センター長峰荘条例の一部を改正する条例（賛成多数で可決）

議案第 155 号 安曇野市営宿舎事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（賛成多数で可決）

議案第 162 号
平成 25 年度 安曇野市一般会計補正予算（第５号）（環境経済委員会所管事項）（賛成
多数で可決）

議案第 163 号 平成 25 年度 安曇野市 国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）（賛成多数で可決）

議案第 179 号
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市長峰山森林体験交流センター）（全
員賛成で可決）

環境経済委員会審査報告（抜粋）

常 任 委 員 会 報 告
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「
遠 

く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他

 

人
」
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
今
で
は
こ
の
言
葉
が
死
語
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
当
区
で

も
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に

な
り
、
賛
同
い
た
だ
い
た
方
々
に
緊

急
連
絡
先
や
支
援
者
を
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
遠
く
の
親
戚
や
身
内
を
挙

げ
る
方
が
多
く
お
り
ま
し
た
。
で
も
、

災
害
時
や
緊
急
時
に
遠
く
の
身
内
で

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
こ

そ
ご
近
所
の
底
力
で
す
。「
困
っ
た
時

は
お
互
い
様
」。
気
楽
に
気
遣
え
る
関

係
作
り
が
本
当
に
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。

昭
和 

30
年･

40
年
代
は
今
ほ
ど

 

　
　

物
や
情
報
が
豊
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分

人
々
の
気
持
ち
も
お
お
ら
か
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
作
業
も
互
い

に
手
伝
い
、
御
近
所
同
士
助
け
合
う

の
が
普
通
、
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

今 

で
は
機
械
化
が
進
み
、
情
報
網

 

も
発
達
し
、
便
利
な
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
が
、
そ
こ
に
個
人
情
報

保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
誤
解
解
釈
か

ら
過
剰
に
用
心
す
る
方
が
増
え
、
い

ざ
と
言
う
時
に
必
要
な
情
報
が
つ
か

み
難
く
な
り
ま
し
た
。
近
所
の
距
離

が
遠
く
な
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
近
所
付
合
い
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ 

こ
で
私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
で

 

は
小
岩
岳
区
の
皆
様
が
気
楽
に

集
え
る
場
所
に
な
れ
ば
と
「
お
茶
っ

こ
ク
ラ
ブ
」
を
毎
月
11
日
（
い
い
ひ
）

に
小
岩
岳
公
民
館
を
開
放
し
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

お
漬
物
や
手
作
り
お
菓
子
談
義
に
花

が
咲
き
、
ま
た
歌
あ
り
体
操
あ
り
で

す
。
昨
年
、「
健
康
麻
雀
サ
ー
ク
ル
」

が
誕
生
し
、
月
に
２
回
公
民
館
で
頭

の
体
操
に
い
そ
し
み
、
ま
た
ハ
ー
モ

ニ
カ
サ
ー
ク
ル
も
麻
雀
サ
ー
ク
ル
に

先
駆
け
て
誕
生
し
、
今
で
は
施
設
訪

問
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

終 

わ
り
に
、
議
会
の
皆
様
に
お
知

 

恵
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
く
、

ま
た
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

丸山 たみ子さん

（穂高）

編集後記
◆今年 64 歳になる私には、新しい年を迎え
た新春に県内高校生が男女のバレーボールで
活躍している姿は新鮮であり誇りに思いまし
た。また、日を追うごとに上位の成績になる
とわくわくし「頑張れ、頑張れ」とさらに声
援する自分がいました。
　このたび議会広報の編集に携わることにな
り、これまで経験の少ない分野でありますの
で、彼らに負けない熱意をもって市民の皆様

から「頑張れ」と声援をいただける「議会だより」にしたいと思います。
　市民の皆様に読まれる「議会だより」にするためにもご意見やご感想をお寄せいた
だくようお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　坂内不二男

◆あまり熱心に読んだことがなかった市議会だより。まさか自分が作る側に回ると
は！政治を遠くに感じていたそんな市民が市議になりました。市民目線を持ち続け、
市民のみなさんが読んで面白い市議会だよりを作りたいと思います。市政や議会が少
しでも身近に感じられるように。
　…が、そうは言っても、新人議員が多い広報委員会。手さぐり状態の中、今号の構
成は前号を踏襲したものになりました。広報委員一同、次号から少しずつ新しいチャ
レンジをしたいと話しています。ご期待ください。　　　　副委員長　増田望三郎

議会広報特別委員会

　委 員 長　坂内不二男

　副委員長　増田望三郎

　委　　員　林　　孝彦　井出　勝正

　　　　　　一志信一郎　藤原　正三

　　　　　　中村今朝子　山田　幸与

　　　　　　内川　集雄　小松　芳樹

＊気軽にご意見をお聞かせください。

平成 26 年安曇野市議会
3 月定例会会期日程（予定）

 2 月 21 日（金）～ 3 月 20 日（木）頃を

予定。皆様の傍聴をお待ちしています。

安曇野市議会だより　第 33 号
〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750-1　安曇野市堀金総合支所内
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